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筑北村の人口
総人口 4,342人

男 2,156人

女 2,186人

戸数 1,809戸
（令和2年10月31日現在）
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普
通
会
計（
自
治
体
間
の
財
政
比

較
の
た
め
、統
計
上
統
一
的
に
用
い
ら

れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て

は
、一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま

れ
ま
す
。）で
は
、歳
入
総
額
51
億
4
，

7
4
7
万
8
千
円
に
対
し
、歳
出
総
額

49
億
3
，5
2
9
万
5
千
円
で
、翌
年

度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た
実

質
収
支
は
、1
億
3
，8
3
0
万
6
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

歳
入
は
、
大
型
事
業
の
集
中
や
災

害
の
発
生
に
伴
い
補
助
金
や
地
方

債
発
行
額
が
増
加
し
、
ま
た
、
繰
上

償
還
等
に
係
る
基
金
繰
入
金
の
増

加
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
6
億
3
，

0
0
7
万
5
千
円（
13
．9
%
）
増
加

し
ま
し
た
。

【
村
税
】

村
民
税
は
減
少
し
た
も
の
の
、固
定

資
産
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
増
加
に

よ
り
、前
年
度
に
比
べ
2
4
4
万
2
千

円（
0
．6
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

普
通
交
付
税
は
、
臨
時
財
政
対
策

債（
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
交
付
す

る
地
方
交
付
税
の
原
資
が
不
足
し

た
場
合
に
不
足
分
の
一
部
を
地
方
自

治
体
が
借
入
れ
す
る
地
方
債
）
振
替

分
の
減
少
に
よ
り
8
5
4
万
8
千

円
の
増
加
、
特
別
交
付
税
は
災
害

対
応
分
等
で
3
，2
7
3
万
1
千
円

増
加
し
、
全
体
で
前
年
度
に
比
べ
4
，

1
2
7
万
9
千
円（
1
．7
%
）
増
加

し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

新
筑
北
小
学
校
給
食
棟
建
設
や
繰

越
事
業
の
学
校
施
設
へ
の
空
調
設
備

設
置
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
4
，5
2
1
万
6
千
円

（
16
．1
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
繰
入
金
】

繰
上
償
還
を
行
う
た
め
の
減
債

基
金
及
び
高
速
情
報
通
信
網
高

度
化
改
修
整
備
の
た
め
の
公
共
施

設
等
整
備
基
金
の
繰
入
等
に
よ
り

2
億
6
2
8
万
5
千
円（
1
0
7
．

7
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

令
和
元
年
度
東
日
本
台
風
に
係
る

災
害
復
旧
事
業
債
、
学
校
教
育
施
設

整
備
事
業
債
等
の
増
加
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
3
億
1
，7
7
7
万
4
千

円（
97
．7
%
）増
加
し
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
決
算
状
況

令
和
元
年
度
決
算
の
状
況

令
和
元
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（　）内構成比

歳入総額　51億4,747万8千円

歳入の内訳

歳入歳入歳入歳入

村税
4億57万4千円
（7.8%）

使用料・手数料
1億15万7千円
（1.9%）
繰入金
3億9,777万7千円
（7.7%）

繰越金
2億3,310万4千円
（4.5%）

財産収入
寄附金
諸収入
1億703万9千円
（2.1%）

地方交付税
24億3,482万3千円
（47.3%）

その他交付金等
9,715万3千円
（1.9%）

国庫支出金
3億2,642万7千円
（6.4%)

県支出金
3億502万3千円
（5.9%）

地方債
6億4,291万円
（12.5%）

地方譲与税
5,845万6千円
（1.1%）

分担金・負担金
4,403万5千円
（0.9%）

自主財源
12億8,268万6千円
（24.9%）

自主財源
12億8,268万6千円
（24.9%）

依存財源
38億6,479万2千円
（75.1%）

依存財源
38億6,479万2千円
（75.1%）
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歳
出
の
状
況

歳
出
は
、
村
道
西
条
別
所
線
改
良

事
業
や（
仮
称
）筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
、高
速
情
報

通
信
網
高
度
化
改
修
事
業
な
ど
の
大

型
事
業
の
実
施
や
、
公
債
費
及
び
積

立
金
等
も
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
前

年
度
に
比
べ
6
億
5
，0
9
9
万
6
千

円（
15
．2
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

職
員
構
成
の
変
更
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
2
，4
0
9
万
4
千
円（
3
．

4
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

後
年
度
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
た

め
前
年
度
に
比
べ
8
，7
2
8
万
1
千

円（
14
．5
%
）増
加
し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

普
通
建
設
事
業
費
は
村
道
西
条
別

所
線
改
良
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
関
連

の
詳
細
設
計
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、新

筑
北
小
学
校
給
食
棟
建
設
事
業
等
を

実
施
し
、
3
億
5
，
0
9
3
万
2
千

円（
53
．8
%
）
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
令
和
元

年
度
東
日
本
台
風
等
に
よ
り
被
災

し
た
道
路
等
の
復
旧
工
事
を
実
施

し
7
，
2
3
1
万
8
千
円（
1
6
7
．

6
%
）
増
加
し
、
全
体
で
、
4
億
2
，

3
2
5
万
円（
60
．9
%
）
増
加
し
ま

し
た
。

【
補
助
費
】

穂
高
広
域
施
設
組
合
の
ゴ
ミ
焼

却
処
理
施
設
整
備
事
業
費
負
担

金
等
で
前
年
度
に
比
べ
1
億
1
，

2
1
3
万
8
千
円（
34
．9
%
）
増
加

し
ま
し
た
。

歳出総額　４9億3,5２９万5千円

歳出の内訳

（　）内構成比

歳出歳出歳出歳出

人件費
7億2,999万6千円
（14.8%）

扶助費
3億4,735万8千円
（7.0%）

公債費
6億8,924万9千円
（14.0%）

普通建設事業費
10億285万8千円
（20.4%）

物件費
7億5,708万9千円
（15.3%）

維持補修費
3,824万6千円
（0.8%）

補助費
4億3,365万9千円
（8.8%）

積立金
2億9,846万円
（6.0%）

繰出金
5億2,290万5千円
（10.6%）

災害復旧事業費
1億1,547万5千円
（2.3%）

義務的経費
17億6,660万3千円
（35.8%）

義務的経費
17億6,660万3千円
（35.8%）

その他の経費
20億5,035万9千円
 （41.5%）

その他の経費
20億5,035万9千円
 （41.5%）

投資的経費
11億1,833万3千円
（22.7%）

投資的経費
11億1,833万3千円
（22.7%）

令和元年度主な事業（目的別の内訳）

総務費
（10億2,781万4千円）

・本庁舎消防用自家発電機更新工事
・高速情報通信網高度化改修事業
・庁舎情報通信機器更新委託業務
・公共施設長寿命化計画策定業務
・移住促進補助金
・参議院議員選挙

商工費
（1億2,545万4千円）

・工業団地造成事業
・栃平登山道等整備
・温泉施設特別会計繰出金

民生費
（9億3,516万8千円）

・地域生活支援事業
・結婚推進事業
・地区敬老会補助金
・福祉医療給付費事業
・放課後児童クラブ運営
・子ども・子育て支援事業計画策定業務

土木費
（3億7,521万4千円）

・スマートIC整備事業
・除雪機購入事業
・橋りょう修繕事業
・残土処理場確保対策事業
・村道西条別所線改良事業
・村営住宅改良事業

衛生費
（4億6,576万7千円）

・各種検診・予防接種事業
・可燃物・不燃物収集事業
・穂高広域施設組合負担金

消防費
（2億3,132万3千円）

・防災ラジオ導入
・消防団員装備充実
・防犯灯改修事業
・筑北村防災広場整備事業
・防災物品の全戸配布
・防災公園非常用発電機整備事業

農林水産業費
（2億9,604万4千円）

・鳥獣被害防止対策事業
・木質バイオマス循環自立創生事業
・松林健全化推進事業
・水路改修事業

教育費
（6億1,984万1千円）

・統合筑北小学校給食棟建設工事
・保育園空調設置工事
・学校施設空調設置工事
・スクールバス運行管理事業

議会費（5,394万6千円）　　災害復旧費（1億1,547万5千円）　　公債費（6億8,924万9千円）
合計　　49億3,529万5千円
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特
別
会
計
（
普
通
会
計
に
含
ま
れ

る
バ
ス
会
計
を
除
く
。）
は
、
全
会
計

に
お
い
て
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
会
計
全
体
で
の
歳
入
決
算

額
は
22
億
4
，
4
4
6
万
7
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
2
，
8
6
8
万
8
千

円
の
増
加
、
歳
出
決
算
額
は
21
億
7
，

6
0
2
万
4
千
円
で
前
年
度
に
比
べ

8
1
7
万
1
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
主
な

事
業
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

第
8
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
向
け

た
介
護
ニ
ー
ズ
調
査
を
、
と
く
ら
温

泉
施
設
特
別
会
計
で
は
、
循
環
型
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
、
簡
易
水

道
事
業
会
計
で
は
、
村
道
西
条
別
所

線
の
改
良
に
伴
う
本
管
布
設
替
え
や

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た

水
道
施
設
の
復
旧
を
、
合
併
浄
化
槽

事
業
特
別
会
計
で
は
、
新
た
に
浄
化

槽
5
基
の
設
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

特別会計歳入歳出決算額の状況

特別会計名
歳入決算額 歳出決算額 差引額 繰越財源 実質収支額

① ② ③(①－②） ④ ③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 6億1,637万0千円 6億1,337万4千円 299万6千円 299万6千円

国民健康保険診療所 66万7千円 34万7千円 32万0千円 32万0千円

後 期 高 齢 者 医 療 7,131万9千円 7,113万6千円 18万3千円 18万3千円

介 護 保 険 8億5,807万2千円 8億0,892万3千円 4,914万9千円 4,914万9千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 65万1千円 61万9千円 3万2千円 3万2千円

と く ら 温 泉 施 設 2億2,383万0千円 2億1,722万9千円 660万1千円 660万1千円

差 切 峡 温 泉 施 設 3,139万9千円 2,946万0千円 193万9千円 193万9千円

冠 着 温 泉 施 設 5,687万1千円 5,337万9千円 349万2千円 349万2千円

簡 易 水 道 事 業 1億7,444万4千円 1億7,347万5千円 96万9千円 6万4千円 90万5千円

集 落 排 水 事 業 1億4,639万1千円 1億4,427万7千円 211万4千円 211万4千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,445万4千円 6,380万5千円 64万9千円 64万9千円

合　　　　　　計 22億4,446万7千円 21億7,602万4千円 6,844万3千円 6万4千円 6,837万9千円

※端数処理の関係で各事業の数字を足したものと合計が合わない場合があります。

地方債（借金）残高の状況
住民１人当たり124万5千円で、前年度に比べ4千円増加しました。

会 　 計 　 名 地 方 債 残 高 住 民 １ 人 当 た り
一 般 会 計 36億5,163万7千円 83万2千円
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 340万7千円 1千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 7億3,650万3千円 16万8千円
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 7億6,542万7千円 17万4千円
合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 2億6,513万0千円 6万0千円
と く ら 温 泉 施 設 特 別 会 計 4,150万0千円 1万0千円
合 計 54億6,360万4千円 124万5千円

※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（R元年度末 4,390人）で算出しています。

特
別
会
計
の
決
算
状
況
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基金（貯金）残高の状況
住民１人当たり92万5千円で、前年度に比べ1万4千円増加しました。

基 金 名 基 　 金 　 残 　 高 住 民 １ 人 当 た り
財 政 調 整 基 金 28億8,811万8千円 65万8千円
減 債 基 金 2億0,581万4千円 4万7千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万0千円 3万6千円
ふ る さ と 土 と 水 保 全 基 金 900万0千円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 1,465万4千円 3千円
地 域 振 興 基 金 5億0,439万9千円 11万5千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 1億7,719万7千円 4万0千円
森 林 づ く り 基 金 1,523万8千円 3千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 290万6千円 1千円
国 保 財 政 調 整 基 金 5,117万0千円 1万2千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 177万4千円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万6千円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 168万2千円 0千円
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 3,006万6千円 7千円
合 計 40億6,194万5千円 92万5千円

※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（R元年度末 4,390人）で算出しています。
　「0千円」は、千円未満の金額があることを示しています。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、令和元年度決算に基づく健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

《資金不足比率の状況》
　公営企業会計（全部で７会計）の資金不足額の営業収益等に対する割合を示す指標。
資金不足が生じている会計がないため全会計「数値なし」となりました。

《健全化判断比率の状況》
指 標 名 R元 H30 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤字比率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計における赤字額の標準財政規模に対する割合
を示す指標。
赤字がありませんので「数値なし」となりました。

連結実質
赤字比率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計における赤字額の標準財
政規模に対する割合を示す指標。
全会計で赤字がないため「数値なし」となりました。

実質公債
費 比 率 5.0％ 4.9％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じる経費の標準財政
規模を基本とした額に対する割合を示す指標。
交付税の減少等により対前年度比0.1％上昇しました。

将 来
負担比率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に支出が見込まれる
経費の標準財政規模を基本とした額に対する割合を示
す指標。
前年度と同様に、将来負担額に対して充当可能な財源
等が上回る結果となり「数値なし」となりました。

筑 北 村 の 財 政 指 標
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－建 設 課－　令和２年１１月

 異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】

　① 30㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合。

　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合。

【最優先除雪路線とは】

　　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に

　通じる村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとな

　ります。

除雪の目的について

　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全

装置をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の

交通を確保するために行います。

　村・県道　…　役場又は各支所前10㎝以上

　国・県道　…　10㎝以上

　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

異常降雪時の最優先除雪路線について

除雪開始の基準について

令和２年度 除雪作業のお知らせ

①それぞれの集落から国・県道に通じ

る村道の通行可能な状態が確保され

た場合、集落と集落を結ぶ村道の除

雪は、全ての最優先除雪路線の除雪

が終わった後に実施します。

②集落から国・県道に通じる村道１路

線の通行可能な状態が確保された場

合、その集落から国・県道へ通じる

別の村道の除雪は、全ての最優先除

雪路線の除雪が終わった後に実施し

ます。

図① 図②
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除雪に関するお願い

住民の方への塩カル配布について

冬期通行止め路線等について

１．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。

２．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行なうため、地区によっては除雪が遅

　　くなる場合がありますがご理解ください。

３．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいます。除

　　雪作業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆さんの

　　除雪作業後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残った

　　雪の除雪について、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

　安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する
場合、本城地域は建設課、坂北、坂井地域は各支所窓口で塩カルを配布します。
　塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の
了承を得て、一回一人３袋までとします。
　なお、受け取り時間は、午前８時３０分から午後５時までとします。
　また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があ
ります。その際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承くだ
さい。

お問い合わせ先

◇村道の除雪に関すること

　建設課 建設係　 　　℡ ６６－２１１１

◇国道、県道の除雪に関すること

　松本建設事務所 維持管理課

　　●平日(8:30～17:15)　　℡ ４０－１９６５

　　●夜間・土日・祝祭日　 ℡ ４７－７８００

【一般県道真田新田線】

　  区間　筑北村真田～上田市上室賀

　  期間　令和2年11月26日(木)11：00　～　令和3年4月13日(火)15：00（予定）

【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】

  　区間　筑北村坂井大野田～麻績村聖高原

  　期間　令和2年12月1日(火)11：00　～　令和3年4月13日(火)11：00（予定）

  ※　上記３路線とも迂回路はありません。
  ※　村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。
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●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
初
★
狩
猟
者
登
録
完
了
」

今
季
の
狩
猟
者
登
録
手
続
き
を
完

了
し
た
え
な
み
で
す
。
11
月
15
日

〜
2
月
15
日
ま
で
狩
猟
期
間
と
な

り
、
狩
猟
を
す
る
人
も
し
な
い
人
も

旬
の
ジ
ビ
エ
を
堪
能
で
き
る
季
節
で

す
。
狩
猟
を
行
う
目
的
は
、
様
々
で

す
。
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
、
自
然

資
源
の
持
続
的
利
用
、
農
林
水
産
業

被
害
の
予
防
、
日
本
の
在
来
種
の
保

護
等
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

が
狩
猟
免
許
・
第
一
種
銃
猟
免
許
を

取
得
し
た
目
的
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除

で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
額
は
、
Ｈ
30
年
度
の

場
合
、
全
国
で
な
ん
と
約
1
9
1
億

円
。
自
然
と
野
生
鳥
獣
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
る
近
年
で
は
、
猟
期
以

外
で
も
適
切
な
狩
猟
圧
を
か
け
る
必

要
が
あ
り
、
自
治
体
か
ら
の
要
請
を

受
け
た
狩
猟
者
た
ち
が
、
決
め
ら
れ

た
範
囲
の
中
で
有
害
鳥
獣
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

有
害
駆
除
登
録
が
で
き
る
の
は
狩

猟
者
登
録
を
し
た
翌
年
か
ら
と
な
る

た
め
、
私
は
来
季
か
ら
と
な
り
ま
す

が
、
今
季
は
先
輩
達
に
し
っ
か
り
お

供
し
、
射
撃
講
習
や
解
体
の
ス
キ
ル

を
上
げ
る
な
ど
今
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

榎
並
真
由
子

「
松
茸
よ
り
も
雑
き
の
こ
派
」

稲
刈
り
が
終
わ
り
、
田
ん
ぼ
の
風

景
が
一
気
に
さ
び
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
筑
北
村
は
あ
っ
と
い

う
間
に
寒
く

な
り
、
急
い

で
ス
ト
ー
ブ

用
の
灯
油
を

買
い
に
行
き
、

衣
替
え
を
し

て
、
布
団
も

冬
用
の
毛
布
を
だ
し
て
、
急
ぎ
足
で

冬
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
秋
に
な
る

と
有
り
難
い
こ
と
に
旬
な
農
産
物
を

い
た
だ
く
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
り

ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
柿
な
ど
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
き
の
こ
山
に
も
初
挑
戦
し

ま
し
た
。
松
茸
も
気
に
な
り
ま
す
が

私
の
中
で
は
松
茸
よ
り
も
雑
き
の
こ

の
存
在
が
気
に
な
り
ま
す
。
東
京
の

ス
ー
パ
ー
で
は
み
か
け
る
こ
と
の
な

い
ア
ミ
タ
ケ
や
コ
ム
ソ
ー
、
サ
ク
ラ

シ
メ
ジ
、
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
な
ど
。

ど
れ
も
美
味
し
く
、
お
味
噌
汁
に
入

れ
た
り
、
パ
ス
タ
に
し
た
り
、
炊
き

込
み
ご
は
ん
に
入
れ
た
り
…
き
の
こ

三
昧
を
い
ろ
い
ろ
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
米
に
つ
づ
き
、
秋
の

味
覚
を
楽
し
み
、
し
み
じ
み
と
『
筑

北
村
に
来
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
…
』
と

（
仮
称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
伴
い
、
令
和
2

年
12
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
本
城
バ

ス
停
は
廃
止
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ご
利
用
の
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
坂
北
バ
ス
停
に
つ
き
ま
し
て

は
、
従
来
通
り
利
用
で
き
ま
す
の
で

そ
ち
ら
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
建
設
係

℡　

66
‐
2
1
1
1

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

長
野
自
動
車
道
　
本
城
バ
ス

停
の
廃
止
に
つ
い
て
（
予
告
）
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思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。大

嶽
美
和
子

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
飾
り
松
」

筑
北
村
で
は
、
正
月
飾
り
用
と
し

て
赤
松
の
枝
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
こ
の
飾
り
松
を
、
し
め
縄
と

セ
ッ
ト
の
商
品
開
発
を
し
て
お
り
、

今
年
か
ら
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

セ
ッ
ト
に
な
る
し
め
縄
は
、
大
相
撲

の
土
俵
の
俵
を
作
っ
て
い
る
職
人
さ

ん
が
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

赤
松
は
筑
北
村
の
木
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
松
枯
れ
の
影
響
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
今

年
は
ま
つ
た
け
が
絶
滅
危
惧
種
と
し

て
認
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

つ
た
け
は
赤
松
と
共
生
し
て
い
る
た

め
、
赤
松
が
な
い
と
生
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
。
ま
た
木
が
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
1
つ

で
す
。
ま
つ
た
け
は
、
人
と
山
の
関

わ
り
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
が
山
を

利
用
す
る
ほ
ど
山
は
痩
せ
、
そ
れ
が

ま
つ
た
け
の
適
地
に
な
っ
て
い
く
の

で
す
。

筑
北
村
の
飾
り
松
は
、
こ
の
状
況

の
打
開
に
繋
が
る
1
つ
の
手
段
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
し
め
縄
と
の
セ
ッ

ト
商
品
で
飾
り
松
の
価
値
を
上
げ
る

こ
と
で
、
飾
り
松
の
継
続
的
な
生
産

を
目
指
し
、
赤
松
林
の
再
生
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
川　

満
久

「
冬
の
楽
し
み
雪
遊
び
」

こ
ん
に
ち
は
!
冬
に
な
り
、
坂
井

い
ち
ご
園
の
い
ち
ご
は
も
う
す
ぐ
収

穫
の
時
期
が
始
ま
り
ま
す
。

冬
は
寒
い
し
、
雪
か
き
が
大
変
だ

か
ら
嫌
い
と
い
う
人
が
多
い
と
思
わ

れ
る
寒
冷
地
で
す
が
、
私
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
が
大
好
き
な
の
で
、
冬
は
と

て
も
好
き
な
季
節
で
す
!
例
年
は
近

く
の
ス
キ
ー
場
の
シ
ー
ズ
ン
券
を
購

入
し
て
、
毎
週
の
よ
う
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
知
り
合
い
の
70
歳

を
越
え
た
農
家
の
方
も
同
じ
ス
キ
ー

場
の
シ
ー
ズ
ン
券
を
毎
年
購
入
し
て

い
て
、
「
健
康
の
為
に
ス
キ
ー
を

や
っ
て
い
る
の
だ
よ
!
」
と
言
っ
て

い
て
、
私
も
体
が
動
か
な
く
な
る
ま

で
続
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）

若
く
て
も
高
齢
で
も
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
た
こ

と
無
い
人
も
久
し
く
や
っ
て
い
な
い

人
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
も
良

い
か
も
で
す
ね
!
今
年
は
い
ち
ご
の

収
穫
が
あ

る
の
で
な

か
な
か
行

け
な
い
と

は
思
い
ま

す
が
、
機

会
が
あ
り

ま
し
た
ら

是
非
皆
様

と
ご
一
緒

し
た
い
と

思
い
ま
す
!

小
山　

渡

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

「
思
い
を
馳
せ
る
」

誰
も
い
な
い
体
育
館
や
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
行
く
こ
と
が
好
き
で
す
。

『
昨
日
は
こ
こ
で
だ
れ
が
ど
ん
な
プ

レ
ー
を
し
た
の
だ
ろ
う
?
』
そ
ん
な

事
を
思
い
な
が
ら
、
掃
除
を
し
た
り

し
ま
す
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
様
々
な

状
況
や
表
情
を
思
い
描
き
な
が
ら

…
。
村
内
の
、
と
あ
る
施
設
の
、
と

あ
る
場
所
が
い
つ
も
キ
レ
イ
な
の
で

す
。
気
に
な
っ
て
そ
の
都
度
利
用
者

を
確
認
す
る
と
、
い
つ
も
同
じ
団
体

の
利
用
後
な
の
で
す
。
お
顔
も
拝
見

し
た
事
も
な
け
れ
ば
、
お
話
し
し
た

事
も
な
い
方
な
の
で
す
が
、
背
筋
を

正
し
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

と
、
そ
の
場
所
に
話
し
か
け
た
く
な

り
ま
す
。

強
い
と
か
弱
い
と
か
、
上
手
い
と

か
下
手
で
は
な
く
、
き
っ
と
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
を
理

解
し
、
追
及
さ
れ
て
い
る
方
々
な
の

だ
ろ
う
と
想
像
が
つ
き
ま
す
。
日
本

独
特
の
考
え
方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
。
プ
レ
ー
だ
け
で
は
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
素
敵
な
表
情
が
、
誰

も
い
な
い
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
あ
る
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ

れ
と
は
逆
の
状
況
も
あ
る
の
で
す
が

…
。『

明
日
は
こ
こ
で
誰
が
ど
ん
な
表

情
で
、
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
す
る
の
だ
ろ
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う
?
』
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
掃
除
を

す
る
と
、
そ
れ
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

内
田　

征
宏

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
忙
し
さ
と
、楽
し
さ
と
、充
実
感
と
」

激
動
の
3
か
月
を
終
え
た
前
迫
で

す
。
役
場
と
旅
行
会
社
で
の
研
修
を

入
れ
替
わ
り
行
っ
た
3
か
月
。
犀
川

で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
実
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
川
の
水
面
を
見
て
、
水
面

下
の
岩
の
様
子
や
深
さ
な
ど
を
予
測

し
な
が
ら
ル
ー
ト
ど
り
を
す
る
難
し

さ
と
、
筋
力
不
足
で
苦
戦
し
ま
し
た
。

業
務
に
追
わ
れ
な
が
ら
旅
行
業
の

試
験
勉
強
と
、
受
験
。
合
格
し
ま
し

た
。10

月
3
日
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

『
あ
つ
ま
れ
!
ち
く
ほ
く
の
谷
!
』

の
企
画
と
準
備
。
1
5
8
名
も
の
お

客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
筑
北
村

に
来
て
過
ご
し
た
2
年
半
が
1
つ
の

形
に
な
っ
た
よ
う
で
、
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
文
を
し
た
た

め
て
い
る
今
も
ニ
ヤ
け
ち
ゃ
っ
て
ま

す
。他

に
も
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交

流
会
向
け
に
、
任
意
団
体
で
の
観
郷

ウ
ォ
ー
ク
の
計
画
・
運
営
等
、
1
年

目
2
年
目
で
種
を
ま
い
て
き
た
こ
と

が
、
少
し
ず
つ
花
開
い
て
い
る
こ
と

に
充
実
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

一
段
落
つ
い
た
の
で
、
ま
た
来

年
・
再
来
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と

準
備
を
残
り
の
任
期
で
手
掛
け
、
自

分
に
出
来
る
こ
と
・
す
べ
き
こ
と
・

や
り
た
い
こ
と
を
整
理
し
て
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

前
迫　

裕
介

「
登
山
女
子
に
と
っ
て
の
筑
北
村
」

長
野
県
へ
移
住
し
た
く
な
っ
た
の

は
、
登
山
好
き
が
高
じ
て
で
し
た
。

色
ん
な
出
会
い
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重

な
り
筑
北
村
へ
来
ま
し
た
が
、
こ
の

村
は
各
登
山
口
へ
行
く
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
場
所
で
、
い
い
と
こ
ろ
に
来

た
な
、
と
登
山
者
目
線
で
見
て
も
感

じ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
、
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

駐
車
場
争
奪
戦
に
敗
れ
た
時
に
は
、

ま
た
来
た
ら
い
い
か
と
思
え
る
の
は

こ
の
立
地
の
お
陰
で
す
。

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
は
大
き
く
、
協
力
隊
卒
業
後
に

思
い
描
い
て
い
た
生
活
は
難
し
く
な

り
ま
し
た
。
予
定
と
は
違
う
形
に
な

り
ま
す
が
、
定
住
に
向
け
て
し
っ
か

り
生
活
基
盤
を
整
え
る
べ
く
動
き
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
季
節
が
移
り
、
好
き
な

雪
山
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。せ
っ

か
く
山
が
好
き
で
来
た
の
だ
か
ら
。

登
山
は
と
こ
と
ん
楽
し
み
ま
す
!

高
越
美
知
子

○防災ラジオの乾電池は 1年に 1回は新品に交換
してください。

（予備の乾電池の用意もお願いします。）
○防災ラジオ、屋外スピーカー試験放送

毎月 10 日、25 日の昼 12 時 35 分頃、最大音量で
放送します。（休日の場合は防災ラジオのみ放送）

大切なお知らせが確実に行えるように、毎月 2 回
試験をします。皆様のご理解をお願いします。

防災ラジオ販売のお知らせ

【お問い合わせ先】
総務課総務係　℡ 66-2111

　防災ラジオ2台目の購入を希望され
る方は、総務課または各支所窓口にて
お申し込みをお願いします。先着28
台までとさせていただきます。
◆販売価格　8,000円／台
◆申込み期限　令和2年12月25日（金）
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県
内
の
結
婚
相
談
所
の
登
録
者
約

1
，
0
0
0
人
か
ら
条
件
に
あ
わ
せ

お
相
手
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
「
な

が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

を
3
か
月
間
無
料
で
体
験
利
用
で
き

ま
す
。（
一
部
の
相
談
所
に
お
い
て

別
途
登
録
料
が
か
か
る
場
合
あ
り
）

真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
婚
活
を
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
も
お
す
す

め
で
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間
：
令
和
2
年
8
月
1
日

（
土
）
〜
令
和
3
年
1
月
20
日
（
水
）

（
期
間
内
の
申
し
込
み
か
ら
3
か
月

無
料
で
す
）

申
し
込
み
：
市
町
村
等
が
運
営
す
る

県
内
42
か
所
の
結
婚
相
談
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
内　

長

野
県
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー

℡ 

0
2
6
-2
3
5
-7
3
7
3

【
参
考
】
な
が
の
出
会
い
応
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト「
ハ
ピ
ネ
ス
ナ
ビ
信
州
」

http://happy.nagano-kosodate.
net/県

内
6
校
（
長
野
、
松
本
、
岡
谷
、

飯
田
、
佐
久
、
上
松
）
の
技
術
専
門

校
で
は
令
和
3
年
度
の
普
通
課
程
の

入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も
の

づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

【
出
願
資
格
】

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

（
2
0
2
1
年
3
月
卒
業
見
込
み

の
方
を
含
む
）
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
方

【
受
付
期
間
】

第
1
回　

令
和
2
年
11
月
2
日

（
月
）～
令
和
2
年
11
月
19
日（
木
）

選
考
日　

11
月
30
日
（
月
）

第
2
回　

令
和
2
年
12
月
14
日

（
月
）～
令
和
3
年
1
月
6
日（
水
）

選
考
日　

1
月
18
日
（
月
）

【
選
考
方
法
】

職
業
適
性
検
査
、
人
物
考
査
（
面

接
）、
学
力
検
査
（
国
語
、
数
学
）

【
選
考
会
場
】

入
校
し
よ
う
と
す
る
技
術
専
門
校

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
人
材
育
成
課

℡ 

0
2
6
-2
3
5
-7
1
9
9

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
は
、
事
業
者
の
皆
様
の
御

協
力
に
よ
り
、
今
年
４
月
で
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
に
伴
う
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
地
域
全

体
で
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

事
業
者
の
皆
様
に
は
、
本
事
業
の

趣
旨
に
御
賛
同
を
い
た
だ
き
、
協
賛

店
舗
と
し
て
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
協
賛
申
込
な
ど
は
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
簡
単
に
行
え
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

℡ 

0
2
6
-2
3
5
-7
2
0
7

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ン

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩
み

の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律
の
専

門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
付
】

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
省　

関
東
財
務
局

長
野
財
務
事
務
所

「
多
重
債
務
専
門
相
談
窓
口
」

℡ 

0
2
6
-2
3
4
-2
9
7
0

（
直
通
）

長
野
市
旭
町
1
1
0
8
長
野
第
2

合
同
庁
舎
5
階

長
野
県
か
ら
お
知
ら
せ

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

技
術
専
門
校
入
校
生
の
募
集

に
つ
い
て

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ

ス
ポ
ー
ト
の
協
賛
店
舗
募
集

借
入
の
返
済
に
お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●９月定例会一般質問
●９月定例会他審議結果
●筑北村選挙管理委員会～

第90号
令和2年11月19日発行

11人の議員が発言 ･･･ ９月定例会
登壇順
（質問順） ～質問内容～ 議員名

１
１．子育て支援活動の推進について
２．篠ノ井線の利用促進について
３．筑北地域は一つ、合併の推進について

西澤　良美

２ １．職員の有給休暇の取得状況と超過勤務手当について
２．麻績村との合併について 横山　敬

３

１．コロナ禍における人権の確保と、大学等通学者への
支援について

２．契約更新を終えた学校法人の村内誘致に関する効果
と今後の見通しについて

３．令和元年度決算から見る冠着荘運営の総括と今後に
ついて

関川　修次

４ １．道路標示（白線）について
２．里山整備（登山道）について 佐藤　文男

５

１．ウェルネス高校誘致、校舎改修費6千万の投資と交付税効果と実績について
２．今後の、タイケン学園利用の校舎、体育施設の無料使用について
３．コロナ禍の地方創生臨時交付金の活用施策について
４．働き方改革として、地域おこし協力隊の活動について

勝田　昇

６ １．筑北スマートインター事業の進捗状況について
２．国道143号、新青木トンネルの進捗状況について 前山　健治

７ １．新型コロナウイルス禍への対応について
２．麻績村との連携・協同について 小山　正博

８ １．水源地新設事業 について
２．子育て支援センター事業について 中村　弘

９

１．ウエルネス高校の運動施設の使用料減免による村民負担の実態について
２．工業団地建設に係る現在の進歩状況、今後の進め方について
３．ＧIGAスクール事業に係るサポーター委託先について
４．令和元年度決算冠着荘特別会計に係る委託料の内容について
５．村内のＪＲ駅の利用促進について
６．デマンドバスの麻績村への乗り入れの検討状況について

吉池　昌昭

10
１．公共放送について
２．新型コロナウイルス感染症の収束が不明の中、遅れている事業について
３．新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について

鎌田　欣子

11 １．新型コロナ対策事業について 太田　守彦

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
60
分
の
持

ち
時
間
の
中
で
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信

や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機

関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
政
治
責
任
を
明
確
に
さ
せ

ま
す
。
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策

変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ

せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問

順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な

か
っ
た
質
問
も
あ
り
ま
す
。）

村
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問
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質
問　

筑
北
村
に
は
、
ひ
ま
わ
り
保

育
園
、
坂
井
保
育
園
、
両
園
併
せ
て

70
名
の
園
児
が
い
る
。
保
護
者
は
、

給
食
費
と
し
て
1
食
2
0
0
円
を
負

担
し
て
い
る
。
こ
の
給
食
費
を
無
料

と
す
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

村
の
小
中
学
校
は
、
1
食
当

た
り
小
学
生
が
3
0
0
円
、
中
学
生

が
3
3
0
円
を
負
担
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
保
育
園
は
、
2
0
0
円
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
無

料
と
す
る
に
は
、
財
源
を
見
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
設
し
た
小
学

校
の
給
食
棟
は
、
中
学
校
分
も
調
理

で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
中
学
校
の
給
食
も
一
つ
の
給

食
棟
で
調
理
を
す
る
時
が
来
る
。
調

理
員
も
新
規
採
用
を
し
な
け
れ
ば
そ

の
分
の
人
件
費
が
不
要
と
な
る
。
そ

の
時
点
で
無
料
化
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

給
食
費
の
無
料
を
早
急
に
実

現
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

質
問　

J
R
の
駅
の
販
売
手
数
料

は
、
9
万
9
千
円
の
減
だ
。
こ
の
こ

と
を
ど
う
思
う
か
尋
ね
る
。

村
長　

当
方
の
資
料
で
は
、
J
R

の
駅
の
販
売
手
数
料
は
、
13
万
7
，

9
4
7
円
の
減
で
、
人
数
も
2
，

8
4
2
人
減
っ
て
い
る
。
以
上
だ
。

質
問　

駅
の
駐
車
場
の
収
入
は
約

1
8
6
万
円
だ
。
手
数
料
減
の
解
決

策
と
し
て
駐
車
場
の
無
料
化
を
提
案

す
る
。

村
長　

合
併
以
来
坂
井
地
域
の
駅
駐

車
場
は
無
料
。
本
城
・
坂
北
地
域
の

駅
駐
車
場
は
有
料
。
議
会
か
ら
も
公

平
性
に
欠
け
る
と
の
指
摘
が
あ
り
全

て
の
駅
駐
車
場
を
有
料
に
し
た
。
ま

だ
、
有
料
で
統
一
後
、
1
年
し
か
経

過
し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
い
く
。

質
問　

若
者
定
住
の
た
め
に
は
、
駅

駐
車
場
は
無
料
化
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

年
次
休
暇
の
取
得
率

は
、
29
・
5
、
前
年
比
で
は
取
得
日

数
で
6
時
間
の
減
、
取
得
率
で
1
・

8
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

超
過
勤
務
手
当
を
払
わ
ず
に

代
休
処
理
に
し
た
こ
と
は
、
あ
っ
た

の
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

超
過
勤
務
手
当
を
支
払

わ
ず
に
代
休
措
置
し
た
か
と
い
う
こ

と
だ
が
年
間
1
2
0
時
間
を
超
え
た

分
に
つ
い
て
、
代
休
と
い
う
扱
い
を

し
て
い
た
。

質
問　

麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い
て

8
月
30
日
付
け
の
市
民
タ
イ
ム
ス
の

記
事
に
つ
い
て
の
村
長
の
考
え
方
を

尋
ね
る
。

村
長　

私
も
「
市
民
タ
イ
ム
ス
」
に

「
両
村
合
併
49
％
、
5
年
以
内
」
と

い
う
記
事
の
見
出
し
を
見
た
。
個
別

配
布
で
両
村
3
，
0
0
0
枚
を
配
布

し
た
。
こ
の
3
，
0
0
0
枚
は
両
村

の
世
帯
数
、
麻
績
村
が
1
，
1
3
0

世
帯
、
筑
北
村
が
1
，
8
1
0
世
帯
、

合
計
2
，
9
4
0
世
帯
、
ほ
ぼ
全
戸

に
配
布
さ
れ
た
と
思
う
。
そ
う
い
う

中
で
回
答
者
は
47
名
で
回
答
率
1
．

6
%
だ
っ
た
。
回
答
者
47
名
の
う
ち

質
問　

職
員
の
有
給
休
暇
の
取
得
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

篠
ノ
井
線
の
利
用
促
進

Ｑ　

子
育
て
支
援
活
動
の
推
進

A　

財
源
を
探
す

Ｑ　

職
員
の
有
給
休
暇
の
取
得

状
況
と
超
過
勤
務
手
当

A　

取
得
日
数
で
６
時
間
の
減

麻
績
村
と
の
合
併

西澤　良美 議員

横山　敬 議員

冠着駅駐車場
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23
名
が
5
年
以
内
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見

て
、
ま
だ
住
民
は
合
併
を
望
ん
で
い

な
い
と
思
う
。

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
誘
致

に
係
る
様
々
な
億
単
位
の
公
費
の
投

資
が
さ
れ
た
こ
と
は
村
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
も
大
き
い
。
そ
の
効
果
を
検

証
し
説
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

村
長　

令
和
2
年
度
当
初
予
算
に
信

大
の
先
生
に
お
願
い
し
て
ど
の
く
ら

い
経
済
が
動
い
た
か
と
い
う
調
査
を

お
願
い
す
る
予
定
で
1
5
0
万
円
計

上
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
い

る
。
状
況
を
見
て
翌
年
度
に
な
っ
て

も
実
施
し
た
い
。

質
問　

当
時
見
込
ん
だ
効
果
が
見
え

な
い
以
上
痛
み
分
け
は
す
べ
き
と
考

え
る
。
学
校
法
人
の
体
育
施
設
使
用

料
無
料
化
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

改
め
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

契
約
書
や
協
定
書
に
大
き

な
瑕
疵
が
な
い
以
上
、
体
育
施
設
に

限
ら
ず
村
内
全
施
設
の
使
用
料
を
利

用
者
全
員
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
タ
イ
ケ
ン
学
園
と
の
見
直
し
の

協
議
に
入
ろ
う
か
な
と
い
う
部
分

も
、
今
後
は
出
て
く
る
と
考
え
る
。

質
問　

合
宿
に
特
化
し
た
冠
着
荘
の

運
営
は
、懸
念
し
た
通
り
、予
算
額
の

質
問　

政
府
の
感
染
症
対
策
と
し
て

交
付
さ
れ
る
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
利
用
し
、
大
学
等
通
学
者
に

対
し
て
も
筑
北
村
と
し
て
独
自
支
援

策
を
講
ず
る
考
え
が
な
い
か
尋
ね

る
。

村
長　

県
外
だ
け
の
学
生
へ
の
支
援

と
い
う
点
、
高
卒
で
働
い
て
い
る
方

へ
の
支
援
等
考
慮
し
、
村
独
自
の
支

援
は
お
こ
な
わ
な
い
方
針
だ
。

質
問　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
誘
致
契
約

当
初
、
当
時
の
議
会
に
説
明
し
た
経

済
効
果
の
内
容
を
尋
ね
る
。

村
長　

令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
で

生
徒
数
が
87
名
だ
。
生
徒
た
ち
は
道

路
環
境
整
備
や
地
域
貢
献
活
動
に
よ

る
地
域
住
民
の
一
体
感
の
醸
成
等
の

活
動
を
し
、全
員
で
は
な
く
て
も（
約

半
数
が
）
村
内
で
生
活
し
て
い
る
。

そ
の
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
。

質
問　

誘
致
当
時
の
説
明
は
、
生
徒

が
2
6
0
人
村
内
で
生
活
し
、
令
和

3
年
度
に
は
1
億
8
，
1
0
0
万
円

の
経
済
効
果
が
あ
る
な
ど
一
連
の
資

料
を
基
に
説
明
さ
れ
議
会
の
同
意
が

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
や
濃
厚
接
触
者
と
そ
の
家
族
、
ま

た
、
そ
の
治
療
に
当
た
る
医
療
従
事

者
と
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
蒙
・
啓

発
は
、
村
が
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
考
え
る
が
村
の
考
え
を
尋
ね

る
。

住
民
福
祉
課
長　

村
で
は「
広
報
ち

く
ほ
く
」に
よ
り
人
権
へ
の
配
慮
を
繰

り
返
し
呼
び
か
け
る
他
、
全
世
帯
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

長
野
県
民
手
帳
」を
配
布
し
て
い
る
。

約
半
分
の
売
り
上
げ
で
一
般
会
計
か

ら
の
補
填
で
終
わ
っ
た
。
坂
井
地
域

の
活
性
化
策
を
真
剣
に
考
え
、
別
な

活
性
化
策
を
確
実
に
担
保
し
た
う
え

で
、
入
浴
に
特
化
し
た
経
営
形
態
に

す
る
考
え
は
な
い
か
改
め
て
尋
ね
る
。

村
長　

令
和
元
年
度
3
月
が
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
有
っ
た
。
令
和
2
年
度

も
そ
れ
以
上
に
悪
化
が
見
込
ま
れ

る
。
次
年
度
以
降
の
営
業
は
合
宿
の

受
け
入
れ
、
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
行
く
た
め
、
温
泉
施
設
運

営
等
検
討
委
員
会
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
早
急
に
方
向
を
村
民
の
皆
様
に

お
伝
え
す
る
。

契
約
更
新
を
終
え
た
学
校
法

人
の
村
内
誘
致
に
関
す
る
効

果
と
今
後
の
見
通
し

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人

権
の
確
保
と
、
大
学
等
通
学

者
へ
の
支
援

A　

広
報
誌
で
呼
び
か
け

令
和
元
年
度
決
算
か
ら
見
る

冠
着
荘
運
営
の
総
括
と
今
後

関川　修次 議員

冠着荘
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質
問　

国
道
、
県
道
と
村
道
、
農
道

の
管
理
者
、
白
線
塗
り
替
え
基
準
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

国
、
県
道
の
村
内
の
管

理
者
は
、
松
本
建
設
事
務
所
で
あ
り

村
道
は
建
設
課
で
農
道
は
産
業
課
が

管
理
し
て
い
る
。
白
線
の
塗
り
替
え

に
関
す
る
基
準
は
、県
・
村
共
に
特
に

な
い
。地
元
か
ら
の
要
望
箇
所
や
、職

員
に
よ
る
目
視
点
検
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
。

質
問　

建
設
事
務
所
等
に
要
望
の
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

毎
年
9
月
の
要
望
と
随

時
要
望
を
し
て
い
る
が
、
優
先
順
も

あ
り
、
す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
状
況

だ
。
村
道
に
つ
い
て
も
毎
年
僅
か
ず

つ
だ
が
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

村
道
・
農
道
の
優
先
順
や
過

去
の
実
施
記
録
は
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

を
お
こ
な
い
現
在
は
頂
上
ま
で
登
れ

る
。大
雨
等
の
後
は
、登
山
道
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。3
ル
ー
ト
あ
る

為
、
整
備
が
行
き
届
か
な
い
状
況
だ
。

案
内
表
示
も
劣
化
し
て
い
る
。
来
年

度
以
降
整
備
計
画
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
そ
れ
に
併
せ
て
企
画
や
案

内
人
等
の
確
保
も
必
要
と
考
え
る
。

質
問　

松
風
の
小
径
だ
が
、
簡
単
に

登
れ
て
い
い
コ
ー
ス
だ
。
た
だ
し
、
登

山
道
も
荒
れ
て
お
り
、
案
内
標
識
も

見
え
な
い
状
況
だ
。
現
状
と
整
備
計

画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

松
風
の
小
径
は
、
本
城

地
域
で
、
ル
ー
ト
は
関
昌
寺
、
東
条

城
趾
、
花
願
寺
で
あ
り
、
整
備
が
さ

れ
て
い
な
く
案
内
板
の
劣
化
も
あ
る
。

整
備
に
は
人
出
と
費
用
が
必
要
と
な

り
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
が
な
い
と

難
し
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談
さ

せ
て
頂
き
検
討
し
た
い
。

建
設
課
長　

優
先
順
や
白
線
に
特
化

し
た
記
録
は
な
い
。

質
問　

場
所
に
よ
り
殆
ん
ど
消
え
て

い
る
箇
所
が
あ
る
が
考
え
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

当
初
に
引
か
れ
て
い
る

も
の
は
時
期
を
み
て
塗
り
替
え
を
す

る
。
目
が
行
き
届
か
な
い
部
分
も
あ

る
の
で
、
場
所
等
連
絡
を
お
願
い
し

た
い
。現
地
確
認
し
対
応
し
た
い
。

質
問　

村
道
の
路
線
数
と
総
延
長
距

離
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

村
道
の
路
線
数
は
、

6
1
1
路
線
で
あ
り
、
総
延
長
距
離

は
約
1
7
9
k
m
だ
。

質
問　

今
後
の
進
め
方
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

幹
線
道
路
、
交
通
量
、

見
通
し
等
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
優

先
度
の
高
い
順
に
、
毎
年
僅
か
ず
つ

で
も
計
画
的
に
進
め
る
。

質
問　

村
内
に
は
、
自
然
景
観
の
豊

か
な
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
最
初

に
岩
殿
山
の
現
状
と
整
備
計
画
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

ル
ー
ト
は
岩
殿
寺
、
別

所
公
民
館
及
び
菖
蒲
沢
の
3
箇
所
が

あ
る
。
岩
殿
寺
ル
ー
ト
は
土
砂
流
失

倒
木
が
多
数
だ
っ
た
が
、
複
旧
工
事

質
問　

学
校
誘
致
の
折
に
議
会
に
説

明
し
た
活
性
化
、
経
済
効
果
、
交
付

税
額
の
効
果
額
は
達
成
さ
れ
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

議
員
全
員
協
議
会

で
の
説
明
で
交
付
税
額
の
効
果
額

5
，6
0
0
万
は
把
握
し
て
い
な
い
、

本
年
度
の
交
付
税
算
定
ベ
ー
ス
で
計

算
す
る
と
、
教
員
・
生
徒
・
家
族
等

43
名
で
年
間
1
，
4
0
0
万
円
が
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
見
込

み
だ
。

村
長　

学
校
の
定
員
は
各
学
年
80

名
、
総
数
2
4
0
名
で
現
在
87
名
在

校
し
て
い
る
。
高
校
進
学
の
多
様
化

で
、
選
択
の
幅
が
広
く
、
子
供
の
数

の
減
少
に
よ
り
生
徒
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。
理
事
長
も
全
国
か
ら
生
徒

Ｑ　

道
路
標
示
（
白
線
）

A　

地
元
か
ら
の
要
望

里
山
整
備
（
登
山
道
）

Ｑ　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
誘
致
、

校
舎
改
修
費
6
千
万
の
投
資

と
交
付
税
効
果
と
実
績

A　

１
，４
０
０
万
円
の
効
果
額

案内標識

佐藤　文男 議員

勝田　昇 議員
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を
集
め
る
よ
う
に
高
校
の
職
員
に
指

示
し
た
。

質
問　

タ
イ
ケ
ン
学
園
の
使
用
す
る

校
舎
・
体
育
施
設
の
無
料
の
根
拠
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

条
例
に
は
、
村
長
が
認
め

る
も
の
は
、
政
策
的
に
無
料
と
し
て

い
る
。
イ
ベ
ン
ト
的
な
大
会
を
開
催

す
る
場
合
は
、
当
然
使
用
料
を
も
ら

う
。
今
の
と
こ
ろ
、
タ
イ
ケ
ン
学
園

ま
た
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
が
イ
ベ

ン
ト
的
な
大
会
を
開
催
す
る
た
め
の

申
請
を
上
げ
て
き
た
実
例
は
な
い
。

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
政
策
と
し
て

し
て
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

協
力
隊
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
付
し
て
募
集
・

採
用
を
し
て
い
る
。
隊
員
の
理
解
も

得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

交
付
金
を
活
用
し
シ
ニ
ア
カ
ー
を
購

入
し
、
交
通
弱
者
に
貸
出
し
た
ら
ど

う
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

安
全
性
の
問
題
や

保
険
の
加
入
等
の
問
題
が
あ
る
た
め

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

バ
ス
通
学
で
小
学
生
の
体
力

低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
J
R
利

用
の
通
学
の
検
討
は
、
村
長
も
以
前

提
唱
し
た
。
検
討
頂
き
た
い
。

教
育
長　

保
護
者
の
考
え
方
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
の
意
見
も
き
か
な

い
と
な
ら
な
い
。

質
問　

旧
筑
北
小
学
校
後
利
用
に
つ

い
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
提
案
を
す
る
。

質
問　

働
き
方
改
革
と
し
て
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
有
効
利
用
を
す
る
た
め

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
た

ら
ど
う
か
。

総
務
課
長　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
特
化

し
た
協
力
隊
の
募
集
は
考
え
て
い
な

い
。
村
内
在
住
で
一
定
要
件
を
満
た

し
た
者
に
は
車
を
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
広
範
囲
で
利
用
促
進
を

期
待
す
る
。

質
問　

協
力
隊
を
各
課
に
分
散
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と

と
説
明
を
受
け
て
い
る
。
当
事
業
の

進
捗
に
つ
い
て
は
、
村
と
ネ
ク
ス
コ

東
日
本
の
連
携
調
整
が
非
常
に
重
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
ネ
ク
ス
コ
東

日
本
の
管
理
課
、
工
事
担
当
課
と
毎

月
1
回
調
整
会
議
を
実
施
し
、
当
初

の
予
定
通
り
令
和
5
年
3
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問　

事
業
に
着
手
し
て
い
る
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

国
の
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
事
業
に
影
響
が

あ
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
と
話

す
中
で
は
、
当
初
の
予
定
通
り
進
め

て
い
き
た
い
と
話
し
合
い
を
も
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
今
の
段
階
で
は
、

令
和
5
年
3
月
の
供
用
開
始
を
目
指

質
問　

令
和
元
年
12
月
議
会
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
の
工
程
表
の
説

明
が
あ
っ
た
。
令
和
2
年
の
今
日
ま

で
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

国
道
4
0
3
号
の
付
け

替
え
道
路
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年

3
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進

め
て
い
る
。
高
速
道
路
本
線
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
か

ら
の
説
明
に
よ
る
と
、
当
初
令
和
3

年
1
月
着
工
の
予
定
が
設
計
の
遅
れ

に
よ
り
同
年
4
月
か
ら
着
工
に
な
る

タ
イ
ケ
ン
学
園
利
用
の
校
舎
、

体
育
施
設
の
無
料
使
用

コ
ロ
ナ
禍
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
施
策

働
き
方
改
革
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

Ｑ　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

事
業
の
進
捗
状
況

A　

予
定
通
り
の
供
用
開
始

体育施設（やすらぎ球場）

付替道路

前山　健治 議員
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す
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

質
問　

昨
年
12
月
議
会
で
も
質
問
し

た
と
き
は
、
地
質
調
査
が
終
了
し
な

け
れ
ば
、
着
工
年
度
・
完
成
年
度
も

目
途
が
た
た
な
い
と
の
答
弁
だ
っ

た
。
地
質
調
査
は
、
令
和
元
年
度
で

終
了
し
た
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
尋

ね
る
。

建
設
課
長　

本
計
画
に
お
い
て
、
筑

北
村
か
ら
青
木
村
へ
の
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
、
上
田
建
設
事
務
所
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
松
本

市
か
ら
河
鹿
沢
西
条
停
車
場
線
と
の

交
差
点
ま
で
は
、
松
本
建
設
事
務
所

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
最
善

ル
ー
ト
と
工
法
を
検
討
す
る
上
で
現

在
、
地
質
調
査
と
環
境
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
、
ト
ン
ネ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
の
詳
細
設
計

を
お
こ
な
っ
て
ゆ
く
予
定
だ
。
着
工

年
度
、
完
成
年
度
に
つ
い
て
は
、
各

調
査
を
実
施
中
で
あ
り
調
査
の
一
日

も
早
い
完
了
を
図
り
た
い
と
の
回
答

だ
。
村
と
し
て
も
地
域
へ
の
影
響
を

極
力
最
小
限
と
な
る
ル
ー
ト
と
工
法

を
十
分
に
検
討
し
て
最
善
の
着
工
を

願
っ
て
い
る
。

質
問　

2
次
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
一
環
で
、
50
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
が
付
く
有
利
な
商
品
券
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
村
内
に
最
大
で
約

1
億
3
千
万
円
（
3
万
円
×
4
，

3
6
6
人
）
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、そ
の
販
売
状
況
を
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

8
月
7
日
か
ら
9
月
8

日
の
時
点
で
、購
入
者
数
2
，5
3
4

人
、
販
売
金
額
4
，
9
4
2
万
円
。

57
％
の
村
民
が
購
入
し
、
換
金
額
は

2
，8
0
0
万
円
だ
。

質
問 

12
月
28
日
ま
で
の
販
売
期
間

だ
が
、
現
時
点
の
57
％
の
購
入
率
の

判
断
は
難
し
い
。完
売
が
最
善
だ
が
、

余
っ
た
商
品
券
の
活
用
と
し
て
村
出

身
の
大
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
配
布

（
販
売
）
す
る
考
え
が
あ
る
か
尋
ね

る
。

観
光
課
長　

大
勢
の
方
に
購
入
し
て

頂
く
努
力
を
し
て
い
て
、
何
枚
残
る

か
は
予
測
不
能
だ
。
支
援
は
3
次
交

付
金
で
検
討
し
た
い
。　

質
問　

教
育
へ
の
影
響
・
授
業
時
間

不
足
・
学
力
格
差
等
へ
の
不
安
、
教

職
員
へ
の
負
担
に
つ
い
て
尋
ね
る

教
育
長　

時
間
不
足
の
解
消
は
、
夏

休
み
の
短
縮
、
行
事
の
精
選
、
日
程

の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
時
間
数
を

確
保
す
る
。
1
学
期
末
で
、
小
学
校

は
70
％
、中
学
校
は
90
％
解
消
す
る
。

学
力
格
差
の
不
安
解
消
は
、
補
充
授

業
の
指
導
員
を
小
・
中
学
校
1
名
ず

つ
、
学
習
指
導
員
補
助
員
を
小
学
校

1
名
・
中
学
校
3
名
を
配
置
し
、
追

加
指
導
授
業
に
て
解
消
す
る
。
教
職

員
へ
の
負
担
解
消
は
、
学
習
指
導
員

の
追
加
に
よ
り
先
生
方
を
サ
ポ
ー
す

る
。
消
毒
作
業
は
学
校
応
援
団
と
保

護
者
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
養
護
助

教
諭
を
追
加
配
置
し
対
応
す
る
。

質
問　

道
路
は
、生
活
上
生
命
線
だ
。

若
い
人
が
定
住
し
、
自
動
車
で
通
勤

す
る
上
で
一
日
も
早
い
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
事
業
、国
道
1
4
3
号
の
新
青
木

ト
ン
ネ
ル
、
県
道
河
鹿
沢
西
条
停
車

場
線
の
改
良
を
含
め
念
願
の
道
路
事

業
が
完
成
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

質
問　

筑
北
中
学
校
組
合
と
筑
北
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
解
散
し
、
両
村

の
関
係
は
芳
し
く
な
い
状
況
だ
。
現

時
点
の
連
携
・
関
連
事
業
を
尋
ね
る
。

村
長　

中
学
校
組
合
は
、
3
月
末
で

解
散
し
、
そ
れ
に
伴
う
土
地
等
の
処

分
方
法
を
協
議
中
だ
。
部
活
動
で
は

合
同
チ
ー
ム
に
て
大
会
に
参
加
し
て

い
る
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
関
連

事
業
と
し
て
、
施
設
の
解
体
が
あ
る

が
、
本
年
度
末
を
目
途
に
協
議
を
お

こ
な
う
予
定
だ
。
住
民
福
祉
課
が
、

母
子
保
健
事
業
・
精
神
保
健
福
祉
事

業
で
連
携
し
て
い
る
。　

質
問　

村
長
公
約
の
麻
績
村
と
の
合

併
推
進
に
つ
い
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
合
併
賛
成
49
％
（
5
年

以
内
）63
％
（
10
年
以
内
を
含
め
る
）

を
い
か
に
評
価
す
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

回
答
数
が
、
少
な
い
の
で
評

価
し
な
い
。
麻
績
村
か
ら
話
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
対
応
す
る
。

質
問　

麻
績
村
か
ら
話
が
な
い
の
で

合
併
は
、
考
え
ら
れ
な
い
と
の
回
答

だ
が
、
両
村
が
譲
歩
し
な
い
限
り
筑

北
地
域
の
住
民
益
に
繋
が
ら
な
い
と

考
え
る
が
前
向
き
な
対
応
を
お
願
い

国
道
１
４
３
号
、
新
青
木
ト
ン

ネ
ル
の
進
捗
状
況

麻
績
村
と
の
連
携
・
協
同

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
へ
の
対
応

A　

購
入
者
数
２
，
５
３
４
人

小山　正博 議員
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し
た
い
。

住
民
福
祉
課
長　

①
本
城
・
坂
北
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
昨
年
の
人
数

97
人
、
今
年
は
75
人
。
坂
井
33
人
、

今
年
は
28
人
だ
。減
少
し
た
原
因
は
、

通
学
バ
ス
待
ち
の
よ
う
な
児
童
が
多

か
っ
た
。
常
時
利
用
数
は
25
人
程
度

だ
。
課
題
は
、
今
年
は
高
学
年
の
利

用
が
減
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

る
児
童
が
い
な
く
な
り
、
職
員
が
そ

の
役
目
を
し
て
い
る
。
②
母
子
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
体
制
が
整
い
、
利

用
者
が
増
え
て
い
る
。
課
題
は
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
な
い
家
庭
へ
の

働
き
か
け
を
す
る
検
討
が
必
要
だ
。

③
母
子
や
家
庭
と
の
信
頼
関
係
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
、
保
育
園
へ
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
教
育
委
員
会
と
の
連

携
は
必
要
だ
。『
子
育
て
総
合
支
援
拠

点
』
に
つ
い
て
は
、
村
は
令
和
3
年

度
整
備
を
目
標
に
検
討
し
て
い
る
。

で
、
調
査
エ
リ
ア
は
栃
平
沢
と
し
て

い
る
。
6
月
か
ら
調
査
委
託
・
地
元

住
民
へ
の
説
明
。
25
日
よ
り
現
地
調

査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
8
月
末
ま

で
に
地
表
踏
査
、
地
形
、
地
層
他
や
、

電
気
探
査
は
終
了
し
て
い
る
。
放
射

能
検
査
は
9
月
よ
り
実
施
。
す
べ
て

が
終
了
し
た
時
点
で
探
査
解
析
を
お

こ
な
い
、
10
月
上
旬
に
試
掘
調
査
の

場
所
を
選
定
し
、
揚
水
試
験
・
水
質

検
査
を
お
こ
な
い
12
月
上
旬
に
は
結

果
が
出
る
。
③
2
ヵ
年
の
計
画
で
あ

り
、
来
年
度
は
今
年
度
調
査
を
踏
ま

え
、
井
戸
ポ
ン
プ
の
建
設
予
定
だ
。

質
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
村

の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
「
子
育
て
・
教
育

環
境
が
充
実
し
て
い
る
村
づ
く
り
」

の
重
要
な
拠
点
だ
。
①
新
小
学
校
の

開
校
に
伴
い
放
課
後
児
童
数
の
前
年

と
の
比
較
。
運
営
上
の
課
題
と
そ
の

対
応
②
2
年
目
と
な
る
子
育
て
世
代

支
援
包
括
セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
の
現

状
と
課
題
③
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
。
現
状

と
課
題
、
今
後
の
支
援
の
構
想
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

質
問　

恒
久
的
な
飲
料
水
を
供
給
す

る
た
め
に
新
水
源
地
を
新
た
に
見
つ

け
る
本
事
業
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
計
画
し
て
い
る
工

業
団
地
・
今
後
の
村
づ
く
り
に
重
要

な
事
業
だ
。
当
初
予
算
で
9
月
ま
で

と
説
明
を
受
け
た
。
①
主
要
水
源
の

現
状
②
事
前
調
査
（
踏
査
・
電
気
探

査
・
総
合
分
析
）
及
び
複
合
検
査
（
掘

削
・
揚
水
試
験
・
水
質
検
査
）
場
所

等
を
含
め
進
捗
状
況
③
次
年
度
以
降

の
水
源
地
事
業
の
進
め
方
。
以
上
3

点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

①
7
月
の
長
雨
で
例
年

よ
り
潤
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
現

段
階
で
給
水
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
減

少
は
見
ら
れ
な
い
。
②
事
前
調
査
だ

が
、
栃
平
沢
に
既
存
施
設
が
あ
る
の

質
問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
に
よ
る

運
動
施
設
使
用
料
減
免
に
よ
る
村

民
負
担
の
実
態
と
し
て
、
20
年
無

料
の
村
民
負
担
額
は
、
昨
年
の
決

算
で
各
施
設
の
減
額
額
は
い
く
ら

か
尋
ね
る
。
昨
年
決
算
で
は
、
や

す
ら
ぎ
野
球
場
収
入
3
件
15
万
6
，

4
0
0
円
、
支
出
額
7
7
5
万
4
，

5
5
5
円
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育

館
収
入
4
件
9
，
7
3
0
円
、
支
出

額
1
7
2
万
9
，
6
6
6
円
。
内
電

気
代
92
万
6
，
4
6
7
円
。
本
城
体

育
館
収
入
30
件
48
万
9
，
9
1
0

円
、
支
出
に
つ
い
て
電
気
代
は
、
公

民
館
を
含
め
て
4
5
0
万
円
く
ら

い
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
場
収

入
87
件
2
1
9
万
4
千
円
、
支
出

8
2
1
万
8
，8
0
2
円
と
な
っ
て

い
る
。
減
免
額
に
つ
い
て
、
施
設
ご

Ｑ　

水
源
地
新
設
事
業

A　

調
査
エ
リ
ア
は
栃
平
沢

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

Ｑ　

運
動
施
設
の
使
用
料
減

　
　

免
に
よ
る
村
民
負
担

A　

全
部
で
１
９
５
万
円

中村　弘 議員
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と
に
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

や
す
ら
ぎ
野
球
場
約

90
万
円
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育
館

約
40
万
円
、
本
城
体
育
館
約
45
万

円
、
サ
ッ
カ
ー
場
約
20
万
円
合
計

1
9
5
万
円
だ
。

質
問　

や
す
ら
ぎ
野
球
場
の
減
免
額

が
90
万
円
と
の
答
弁
だ
が
、
野
球
場

の
使
用
料
は
、
半
日
9
，3
7
0
円
、

1
日
だ
と
1
万
8
，7
4
0
円
と
な

る
。
そ
れ
で
90
万
円
と
い
う
数
字
は

質
問
し
て
い
る
議
員
に
対
し
て
余
り

に
も
私
は
失
礼
な
数
字
を
出
し
て
い

る
と
思
う
。
ま
た
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

体
育
館
1
コ
ー
ト
1
，
3
3
0
円
、

本
城
体
育
館
半
面
6
，2
1
0
円
だ
。

サ
ッ
カ
ー
場
も
3
，
5
7
0
円
だ
。

全
部
で
1
9
5
万
円
と
い
う
数
字
、

教
育
委
員
会
の
誠
意
の
な
い
回
答
に

失
望
し
た
。

質
問　

工
業
団
地
建
設
に
か
か
わ
る

現
在
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

本
城
切
田
地
籍
残
土
置

き
場
、㈱
フ
ァ
ー
ム
め
ぶ
き
の
工
場
、

約
9
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
残
土
処
理

を
県
と
調
整
し
、
今
年
度
中
に
用
地

購
入
、
造
成
工
事
に
着
手
し
た
い
と

し
て
い
る
中
で
、
本
当
に
必
要
だ
っ

た
委
託
料
か
質
問
。
次
に
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
麻
績
村
へ
の
乗
り
入
れ
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
、
麻
績
村

と
の
調
整
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
の

回
答
を
得
ま
し
た
。

考
え
て
い
る
。

質
問　

村
か
ら
一
般
財
源
で
4
千
万

円
近
い
金
を
出
し
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

6
月
臨
時
議
会
で
6
千
万
円

も
の
事
業
費
を
計
上
し
、
7
月
に
は

着
工
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
選
定
の
経

過
と
決
定
業
者
は
ど
う
い
う
業
者
か

尋
ね
る
。

教
育
次
長　

村
の
情
報
、
シ
ス
テ
ム

関
連
業
務
の
実
績
の
あ
る
5
社
を
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、指
名
し
た
と
こ

ろ
、5
社
中
4
社
が
辞
退
し
、1
社
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、千
曲
市
㈱
ト
リ

プ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
し
た
。

質
問　

せ
っ
か
く
6
千
万
円
余
り
の

予
算
を
措
置
し
た
。
他
村
で
は
安
い

値
段
で
事
業
を
し
て
い
る
。
高
け
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
慎

重
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問
と
し
て
、
令
和
元

年
度
決
算
の
冠
着
荘
特
別
別
会
計
中

の
委
託
料
に
つ
い
て
、
信
州
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

契
約
の
経
過
か
ら
、
そ
の
結
果
に
お

い
て
決
算
上
、
見
込
み
ほ
ど
収
入
が

上
が
ら
ず
、
一
般
会
計
か
ら
繰
入
を

任
を
持
っ
て
放
送
で
き
る
内
容
と
し

て
い
る
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
お
知
ら
せ

が
で
き
な
い
。（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
る
）
ま
た
、
行
政
用
語
を
話
し

言
葉
に
直
し
て
い
く
原
稿
づ
く
り

が
、
ま
だ
内
部
で
統
一
さ
れ
て
い
な

い
。
安
曇
野
市
で
も
お
こ
な
っ
て
い

る
事
例
を
参
考
に
広
報
誌
の
一
部
を

紹
介
す
る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
い
方
法
、
告
知
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

各
課
内
や
別
の
課
と
の
勉
強

会
を
持
ち
検
討
を
お
願
い
す
る
。
ま

た「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」の
紹
介（
安

曇
野
市
を
参
考
に
し
て
頂
く
）、「
マ

イ
マ
イ
ガ
」の
駆
除
に
関
す
る
放
送
、

テ
レ
ビ
松
本
を
利
用
し
た
テ
ロ
ッ
プ

放
送
な
ど
検
討
を
望
む
。

質
問　

国
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
中
で
教
育
委

員
会
対
応
分
は
ど
の
様
な
内
容
か
、

尋
ね
る
。

教
育
次
長　
【
小
学
校
・
中
学
校
】

①
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

に
よ
る
環
境
整
備
・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
の
委
託
・
学
校
か
ら
の
遠
隔
学

習
機
能
の
強
化
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
カ

質
問　

公
共
放
送
を
あ
づ
み
野
F
M

に
依
頼
し
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

感
じ
る
が
、そ
の
中
で
気
に
な
る
点
、

文
章
の
表
現
方
法
（
言
葉
遣
い
が
難

し
い
）、
同
じ
放
送
が
何
回
も
流
れ
、

聞
き
た
く
な
い
な
ど
の
話
が
聞
か
れ

る
、
い
か
が
か
。

総
務
課
長　

昨
年
11
月
か
ら
防
災
放

送
を
使
っ
て
行
政
放
送
の
開
始
を
し

た
。
放
送
内
容
に
つ
い
て
は
、
放
送

法
に
触
れ
な
い
よ
う
総
務
省
、
あ
づ

み
野
F
M
か
ら
助
言
に
よ
り
村
が
責

工
業
団
地
建
設
に
係
る
現
在
の

進
歩
状
況
、
今
後
の
進
め
方

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
事
業
に

係
る
サ
ポ
ー
タ
ー
委
託
先

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

Ｑ　

公
共
放
送

A　

わ
か
り
や
す
い
方
法鎌田　欣子 議員
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メ
ラ
の
購
入
②
社
会
見
学
等
の
た
め

の
バ
ス
の
増
便
。（
借
り
て
密
を
避

け
る
。）
③
衛
生
環
境
整
備
・
自
動
水

栓
化
・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
（
小
学
校

15
基
、
中
学
校
12
基
）
④
学
校
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
使
用
す
る
衛
生
用
品

の
購
入
・
体
育
館
の
換
気
を
よ
く
す

る
た
め
に
送
風
機
の
購
入
。
網
戸
の

購
入
。

【
保
育
園
】
①
砂
場
の
日
よ
け
②
食

事
環
境
の
密
を
避
け
る
た
め
に
イ
ス
、

テ
ー
ブ
ル
の
購
入
③
自
動
水
栓
化
④

消
毒
の
為
の
電
解
次
亜
水
生
成
装
置

の
購
入
⑤
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
会
議

室
を
多
目
的
ル
ー
ム
に
改
修
⑥
2
園

交
流
の
た
め
の
ワ
ゴ
ン
車
購
入
（
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用
し
な
が
ら
）
⑦

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
購
入
（
散
歩
な

ど
野
外
活
動
時
に
使
用
・
複
数
の
者

支
援
ま
で
活
用
で
き
る
か
検
討
す

る
。

質
問　

現
在
の
事
業
は
、
村
の
地
域

振
興
基
金
を
財
源
と
し
て
お
り
、
今

年
は
、
国
の
交
付
金
を
利
用
す
べ
き

だ
。

建
設
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関

す
る
他
の
事
業
と
の
調
整
も
あ
る
。

質
問　

経
済
的
な
落
ち
込
み
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る
と
言

わ
れ
、
前
回
は
、
景
気
下
支
え
対
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制

度
が
あ
っ
た
。
家
庭
内
に
お
け
る
感

染
対
策
や
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
で

の
住
宅
改
修
需
要
が
あ
る
と
考
え

る
。い
か
が
か
。

観
光
課
長　

今
回
の
交
付
金
は
、

年
度
内
の
成
果
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
実
施
す
る
の
は
期
間
的
に
難

し
い
。
今
後
は
、
国
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る
。

質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に

つ
い
て
、購
入
は
57
％
と
聞
く
。残
る

村
民
へ
の
広
報
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

商
工
会
で
は「
お
互
い

様
号
」
で
も
販
売
を
始
め
た
。
高
齢

者
に
は
民
生
児
童
委
員
さ
ん
か
ら
も

呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
。

質
問　

2
次
補
正
に
お
い
て
は
、
各

世
帯
10
枚
の
入
浴
券
を
配
布
す
る
と

質
問　

国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

受
け
て
、
1
次
分
と
し
て
11
事
業
、

2
次
分
と
し
て
32
事
業
を
補
正
予
算

で
対
応
し
て
き
た
。
そ
れ
に
含
ま
れ

な
か
っ
た
事
業
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

道
路
愛
護
活
動
に
対
し
て
、
取
り
組

ん
だ
団
体
等
へ
の
支
援
が
、
国
の
示

す
活
用
事
例
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

い
か
が
か
。

建
設
課
長　

今
年
8
月
末
時
点
で
、

側
溝
整
備
で
約
19
キ
ロ
、
草
刈
り
で

約
36
キ
ロ
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
支

援
金
は
1
4
6
万
円
ほ
ど
だ
。
追
加

が
、
同
時
に
情
報
共
有
が
で
き
る
た

め
）
⑧
衛
生
環
境
を
整
え
る
た
め
に

エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
・
飛
沫
防
止
用
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
購
入
。
給
食
用
下

処
理
・
殺
菌
庫
の
整
備
。

の
事
だ
が
、
村
内
の
飲
食
店
や
温
泉

施
設
で
利
用
で
き
る
食
事
や
宿
泊
の

割
引
券
の
発
行
は
考
え
て
い
な
い
か

尋
ね
る
。

観
光
課
長　

利
用
対
象
を
村
内
者
に

限
る
か
村
外
も
可
能
と
す
る
か
、
ま

た
、
実
施
の
規
模
な
ど
も
検
討
事
項

だ
。

質
問　

既
に
購
入
し
た
非
接
触
型

体
温
計
の
本
数
と
利
用
状
況
を
尋

ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

合
計
で
39
台
。
学

校
関
係
が
13
、
庁
舎
と
温
泉
施
設
で

5
、
避
難
所
が
21
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
使

用
し
て
い
る
が
、
避
難
所
は
初
動
持

ち
出
し
B
O
X
に
て
保
管
し
て
い
る
。

質
問　

区
や
常
会
、
或
い
は
団
体
な

ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
時
に
、

避
難
所
へ
配
備
し
て
い
る
体
温
計
は

貸
し
出
せ
な
い
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

対
応
し
た
い
。一
方

区
で
も
購
入
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

質
問　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
、
自
己
負
担
額
の
1
，

2
0
0
円
を
補
助
す
る
こ
と
で
無
料

化
し
た
。一
般
の
方
が
任
意
で
接
種

す
る
場
合
に
も
同
額
を
補
助
す
べ
き

で
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　

高
齢
者
へ
は
村
の

実
施
要
綱
に
基
づ
い
て
い
る
。
任
意

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

A　

追
加
を
検
討

早急な自動水栓化を望む

太田　守彦 議員
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接
種
へ
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

臨
時
交
付
金
を
有
効
に
、
か

つ
公
平
性
を
も
っ
て
実
施
し
て
欲

し
い
。

施
し
ま
し
た
。「
観
郷
ウ
ォ
ー
ク
」は
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
で
農
村
を
歩

き
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
農
業
や

環
境
に
関
す
る
設
問
を
解
く
。
ま
た
、

地
元
の
人
に
聞
く
問
題
も
あ
り
、
知

識
を
深
め
な
が
ら
、
交
流
も
で
き
る

ゲ
ー
ム
で
東
京
都
の
中
学
生
を
中
心

に
延
べ
1
，0
0
0
名
を
超
え
る
方
々

が
体
験
し
た
農
村
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。当
日
は
、生
憎
の
雨
天
と
な
り

ま
し
た
が
、
外
を
歩
く
班
と
室
内
を

歩
く
班
に
分
か
れ「
観
郷
ウ
ォ
ー
ク
」

を
、体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

実
際
に「
観
郷
ウ
ォ
ー
ク
」で
使
用

し
た
設
問
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
是

非
解
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問　

筑
北
村
の
村
長
は
、
誰
で
し
ょ

う
。（
地
元
の
人
に
尋
ね
る
問
題
）

9
月
25
日
に
本
城
体
育
館
を
主
会

場
と
し
て
、
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
郡
内
の
議
員
が

一
堂
に
会
し
研
修
を
お
こ
な
い
、
そ

の
後
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
内
容
を
筑
北
村
が
平
成
24
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
農
村
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る「
観
郷

ウ
ォ
ー
ク
」
に
大
幅
に
変
更
し
て
実

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

交流会

プレミアム商品券、温泉施設無料入浴券

令和2年９月定例会審議結果
1．認定
　賛否の別れた審議結果（〇は賛成、× は反対、– は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の
結果太

田
西
澤

横
山

関
川

佐
藤

勝
田

前
山

小
山

中
村

吉
池

鎌
田

令和元年度筑北村一般
会計歳入歳出決算認定
について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定

令和元年度筑北村冠着
温泉施設特別会計歳入
歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定

　全会一致で認定された審議結果
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和元年年度筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
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件　　　　　　　　　　名 議決の結果
令和元年度筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和元年度東筑摩郡筑北保健衛生施設組合会計歳入歳出決算認定について 認定

　全会一致で可決された審議結果
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和 2 年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和２年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 4 号） 可決
令和 2 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 3 号） 可決
令和 2 年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 可決
令和 2 年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決
令和 2 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決
筑北村営バス設置条例の一部を改正する条例について 可決
筑北村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

2．議案
　賛否の別れた議案審議結果（〇は賛成、× は反対、– は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の
結果太

田
西
澤

横
山

関
川

佐
藤

勝
田

前
山

小
山

中
村

吉
池

鎌
田

令和 2 年度筑北村一般
会計補正予算（第 6 号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 2 年度筑北村冠着
温泉施設特別会計補正
予算（第 4 号）

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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筑北村選挙管理委員会では、新型コロナウイルス感染症が終息するまで、感染症
対策として下記事項に留意して選挙をおこなう方針です。

1 消毒液を設置しますので、手・指の消毒をお願いします。

2 投票用紙と一緒に使い捨ての鉛筆をお渡しします。（鉛筆の共用を避けます。また、
お渡した鉛筆は持ち帰ることができます。）

3 投票の際はマスクの着用をお願いします。

4 投票所では、有権者が持参した鉛筆を使用することができます。（ボールペン、水性の
筆記具は、インクで投票用紙が汚れる場合がありますので使用はご遠慮ください。）

5 周りの方との距離の確保にご協力をお願いします。
6 定期的な記載台等の消毒の実施と換気をおこないます。
7 投票管理者、立会人、事務従事者はフェイスシールド、マスク等を着用します。

8 来場前、帰宅後の手洗い等の対策をお願いします。

有権者の皆様へ
筑北村選挙管理委員会

3．発議
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の
確保を求める意見書
※関係機関へ意見書を送付しました。

可決

4．諮問
件　　　　　　　　　　名

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
※「適任」の意見を付し村長に答申しました。

5．同意
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

筑北村農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

令和２年第５回臨時会審議結果
　賛否の別れた審議結果（〇は賛成、× は反対、– は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の
結果太

田
西
澤

横
山

関
川

佐
藤

勝
田

前
山

小
山

中
村

吉
池

鎌
田

令和元年度スマート IC
関連道路改築工事変更
請負契約について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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筑
北
小
学
校
4
年
生
が
、
東
横
イ

ン
ホ
テ
ル
へ
宿
泊
す
る「
は
じ
め
て
の

出
張
」
が
、
10
月
25
日（
日
）か
ら
26

日（
月
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
仕
事
を
見
た
り
経
験
し

た
り
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
、

宿
泊
行
事
の
な
い
4
年
生
が
宿
泊
す

る
体
験
を
積
む
と
い
う
2
つ
の
目
的

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
の
関
係
で
、

保
護
者
の
皆

さ
ん
が
心
配

さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ

で
、
9
月
末

に
東
横
イ
ン

の
中
島
支
配

奈
良
に
あ
る
薬
師
寺
と
い
え
ば
、

中
学
校
の
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
こ
と

の
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
東

塔
は
「
凍
れ
る
音
楽
」
と
称
さ
れ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
か
ら
10
年
か
け
て
東
塔

の
大
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、
長
野
県
下
の
小
中
学
校
の
名

前
が
書
か
れ
た
瓦
が
多
数
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
長
野
県
東

筑
摩
郡
坂
井
小
学
校
」
と
書
か
れ
た

瓦
も
2
枚
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
26
年
か
ら
27
年
に
か
け
て
東

塔
の
屋
根
瓦
の
葺
き
替
え
工
事
が
行

わ
れ
た
折
り
に
、
信
濃
教
育
会
の
呼

び
か
け
の
も
と
、
学
校
が
中
心
に
な

っ
て
寄
付
を
募
り
、
地
域
の
方
々
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
薬
師
寺
に
寄

付
し
た
瓦
で
す
。

人
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
を
保
護
者
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
は
じ
め
て
の
出
張
」
当
日
は
、
23

名
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
ず
、自
分
で

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、そ
の
後
グ
ル
ー
プ

毎
に
並
び
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。ホ
テ

ル
の
仕
事
を
知
る
一
環
と
し
て
、枕
の

作
り
方
を
教
わ
り
、自
分
で
や
っ
て
み

ま
し
た
。ま
た
、ロ
ビ
ー
で
名
刺
交
換

を
し
て
、ホ
テ
ル
の
方
や
友
達
と
、英

語
も
交
え
て
名
刺
を
交
換
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
由
時
間
に
友
達
と
交
流

し
て
、就
寝
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
個
別
に
用
意
さ
れ
た
朝
食

を
取
り
、荷
物
を
ま
と
め
て
ホ
テ
ル
を

後
に
し
、バ
ス
で
全
員
元
気
に
筑
北
小

学
校
に
登
校
し

ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、楽
し
く

貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

左
の
瓦
は
、
平
成
27
年
に
坂
井
小

学
校
に
里
帰
り
し
た
瓦
で
す
。
右
の

瓦
は
、
東
塔
の
瓦
と
し
て
今
後
も
使

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
い
ざ
屋
根

に
載
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
曲
線
が
合

わ
ず
、
残
念
な
が
ら
使
わ
れ
な
か
っ

た
瓦
で
す
。
9
月
15
日
に
筑
北
小
学

校
（
旧
坂
井
小
学
校
）
に
里
帰
り
し

ま
し
た
。

日
本
の
文
化
を
支
え
て
き
た
地
域

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
学
校
の
宝
が

一
つ
増
え
ま
し
た
。

里帰りした瓦
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芸
能
人
の
自
殺
に
思
う

芸
能
人
の
自
殺
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
三
浦
春
馬
さ
ん
、
竹
内

結
子
さ
ん
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
自

殺
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
応
援
し

て
い
た
人
の
訃
報
を
聞
く
と
、
予

期
せ
ぬ
出
来
事
に
驚
く
と
と
も

に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
人
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
我
々
に

は
、
芸
能
人
は
華
や
か
で
人
と
の

交
流
も
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
孤
独
な
職
業
と
い
う
面
も
あ

る
よ
う
で
す
。

徐
々
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
く
心

の
異
変
は
、
気
づ
き
に
く
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
様
変
わ
り
す

る
日
常
と
将
来
へ
の
不
安
か
ら
、

う
つ
状
態
を
示
す
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
自
殺
は
不
安
が
不
安

を
あ
お
り
、
連
鎖
反
応
的
に
起
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の

自
殺
の
原
因
は
、
大
人
は
健
康
問

題
や
生
活
苦
、
家
族
の
不
和
の
割

合
が
高
く
、
10
代
で
は
学
校
問
題

が
最
多
だ
そ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
、

失
業
や
経
営
不
振
と
い
っ
た
問
題

は
、さ
ら
に
深
刻
化
し
ま
す
。ま
た
、

医
療
従
事
者
や
公
務
員
に
精
神
疾

患
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

殺
者
の
増
加
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
非
日
常
が
続
き
、
耐
え
忍
ん

で
き
た
葛
藤
が
、
あ
る
時
点
で
限

界
を
超
え
て
一
気
に
噴
き
出
す
か

ら
の
よ
う
で
す
。

「
死
に
た
い
」
と
の
吐
露
は
「
生

き
た
い
」
の
裏
返
し
で
す
。
相
手

の
話
に
う
な
ず
き
、
一
緒
に
頭
を

悩
ま
せ
る
。
自
分
を
気
遣
う
人
が

い
る
と
い
う
実
感
と
言
葉
の
や
り

と
り
が
、
生
き
る
意
欲
の
回
復
に

つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
連
絡
を
と
る
の

も
不
要
不
急
だ
と
遠
慮
し
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な

く
人
と
人
と
の
距
離
が
遠
の
き
、

不
安
と
孤
独
を
抱
え
込
ん
で
気

が
ふ
さ
ぐ
時
は
、
気
の
置
け
な
い

友
人
や
知
人
、
同
僚
や
家
族
、
近

所
の
人
へ
悩
み
を
打
ち
明
け
る

時
間
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
電
話
で
も
い
い
で
す
。
意
識

的
に
連
絡
を
取
り
、
言
葉
を
交
わ

す
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

【
第
59
回
き
さ
さ
げ
祭
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら

実
施
で
き
る
か
、み
ん
な
で
模
索
し
、

創
り
上
げ
た
き
さ
さ
げ
祭
。
テ
ー
マ

は「
輪
〜
団
結
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」

3
年
生
を
中
心
に
、
学
年
の
枠
を
超

え
て
全
校
が
団
結
し
一
つ
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
、「
地
域
の
み
な

さ
ん
と
、
き
さ
さ
げ
ふ
る
さ
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
し
た
い
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
実
施
等
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
合
唱
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
と
さ
れ
、
合
唱
自
体
、
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
最
後
ま
で
検

討
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
地
域

の
方
と
一
緒
に
歌
う
と
い
う
こ
と
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
分
な
距

離
を
と
り
、
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を
す

る
こ
と
で
合
唱
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
制

限
は
あ
り
ま

し
た
が
、「
み

ん
な
で
合
唱

し
た
い
」
と

い
う
生
徒

の
願
い
が
叶

え
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で

す
。聖

南
バ
ト
ル
、
学
年
発
表
、
短
歌

コ
ン
テ
ス
ト
、
生
徒
会
企
画
、
展
示

発
表
と
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
制
約
も
あ

り
ま
し
た
が
、
場
所
や
内
容
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
き
さ
さ
げ

祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
き
さ
さ
げ
祭
で
際
立
っ
て
い

た
の
は
、
や
は
り
3
年
生
の
活
躍
と

成
長
し
た
姿
で
す
。
企
画
運
営
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
場
の
雰

囲
気
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
全
校
を

つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
ま
し

た
。
1
・
2
年
生
の
感
想
に
は
、
3

年
生
の
活
躍
を
讃
え
憧
れ
を
示
す
も

の
が
多
く
、「
自
分
た
ち
も
こ
ん
な

3
年
生
に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。き
っ
と
、

こ
の
よ
う
に
し
て
受
け
継
が
れ
伝
統

と
な
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ
て
、

制
限
な
く
多
く
の
方
に
来
校
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

心
の
伝
言
板
�

聖
南
中
学
校
か
ら
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10
月
17
日
（
土
）、
千
曲
高
原
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
「
第
15
回
筑
北
村

民
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
例
年
行
っ
て
い

た
プ
レ
ー
後
の
親
睦
会
を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
各
々
の
プ
レ
ー
に
集

中
し
、
大
変
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
降
っ
て
い
た
雨
は
、

次
第
に
小
雨
と
な
り
、
参
加
者
全
員

が
予
定
し
て
い
た
ホ
ー
ル
を
最
後
ま

で
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

☆
新
ぺ
リ
ア
戦
（
ハ
ー
フ
）
成
績
☆

　

優　

勝
…　

鬼
熊　

克
行
さ
ん

　

準
優
勝
…　

宮
入　

里
和
さ
ん

　

第
３
位
…　

佐
々
木
憲
一
さ
ん

筑
北
小
学
校
で
は
、
運
動
会
後
、

体
育
の
授
業
で
、
全
学
年
が
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
型
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

低
学
年
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、

中
学
年
は
三
角
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
、
高
学
年
は
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
で
す
。

3
年
生
以
上
の
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
で

は
、
松
商
学
園
高
校
卒
業
で
元
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
プ
ロ
野
球
選
手
、

田
中
健
太
郎
さ
ん
か
ら
2
回
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
1
日
は
、
打
撃
を
中
心
に
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
初
め
て
バ
ッ
ト

を
振
る
児
童
も
い
る
た
め
、
新
聞
紙

を
丸
め
た
短
い
バ
ッ
ト
で
素
振
り
を

し
ま
し
た
。
構
え
方
、
足
の
開
き
方
、

バ
ッ
ト
の
振
り
方
の
基
本
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
、
テ
ィ
ー
に
新
聞
で
作
っ
た

ボ
ー
ル
を
の
せ
、
バ
ッ
ト
で
打
ち
ま

し
た
。
田
中
さ
ん
が
示
範
で
鋭
い
球

を
打
つ
と
、
そ
の
迫
力
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

4
カ
所
の
テ
ィ
ー
で
田
中
さ
ん
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
て
打
ち
ま
し
た
。

繰
り
返
す
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
強
い

ボ
ー
ル
が
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

10
月
8
日
は
、ボ
ー
ル
を
投
げ
る
・

捕
る
動
き
に
つ
い
て
、
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

投
げ
る
時
の
動
作
を
細
か
く
分
け

て
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
こ

つ
を
つ
か
め
た
よ
う
で
す
。

2
回
の
講
習
を
通
し
て
、
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム
の
楽
し
さ
に
、
さ

ら
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
後
、
児
童
か
ら
「
野
球

は
じ
め
よ
う
か
な
。」
等
の
つ
ぶ
や

き
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
型
ゲ
ー
ム
に
は
、
打
つ
・
投
げ
る
・

捕
る
・
走
る
等
、
多
く
の
運
動
要
素

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
通
じ
る
の
で
、

遊
び
感
覚
で
行
い
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
動
き
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

始球式を行う公民館長
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この委員会は、筑北村の子どもたちの「未来社会を切り拓くための資質・能力」を幼児期から
小学校、中学校を通して一貫性のある子育て支援・教育の中で育むことを目指し、幼児期教育及
び保育について調査し、総合的に検討を行う委員会です。
7月の第 1回、8月の第 2回に続き、9月 15日に第 3回、11月 4日に第 4回を行いました。
（第 1 回、第 2 回の内容は、令和 2 年 9 月のホットスポット 89 号をご覧ください。）

〈第 3回〉　令和 2年９月 15日（金）　
特色ある幼児教育・保育として2園で行われている「運動あそび」、

「英語とともだち」について、意見を出し合いました。

〈第 4回〉　令和 2年 11月 4日（水）
この日は、保育園を中心として、住民福祉課、小学校、中学校と
の接続、連携について意見を出し合いました。冒頭、関委員（長野
県立大学講師）から「保育園、小学校、中学校それぞれの目標を
並べてみた時に、『自ら考え、（失敗しても）つづける子、（他者と）
つながって学んでいく子』という育てたい子どもの姿は共通して
いる。そういった子どもに育てていくには、発達段階を踏まえて学
びをつないでいくことが大事」というお話をいただきました。

〈出された意見（要約）〉
【運動あそび】について
・「運動あそび」として（取り立てて行うの）ではなく日常的な遊びや散歩に運動的な要素が取り入

れられるとよいのではないか。
・日常的に（運動要素が入った）遊べる環境を作ることを大切にしたい。
【英語とともだち】
・楽しい時間にすることが大事。
・（子ども達には）英語圏の文化だけでなく、さまざまな文化に触れてほしい。
・村内にも様々な国の出身者がいる。そうした人材も含め、村の異文化財産も大切にしたい。
【大事にしたいこと】
○「村全体、住民一人一人が、子どもが育つための『環境』になる」という理解の上で、地域住民が

保育園等と一緒になって取り組んでいくような村になるとよい。

〈出された意見（要約）〉
○テーマ１　「幼児期の発達や幼児期の遊びの連続性」と「小・中学校における学びの連続性」を
　　　　　　つなげる保育や教育のあり方について
・保育園での「あそび、体験」、学校での「学び」は、子どものねがいや思い、やりたいことを大事にしたい。
（そのためには）保育士や先生たち自身が“枠”にとらわれずに、（発達段階を踏まえて）学びの機会を
設ける（環境を作っていく）ということを大事にしたい。このような教育を進め、個性的で、自主性を
もち、総合力のある子を育てられれば、それが筑北村の（教育の）ブランドになる。

・保育園、小学校のつながりは、家庭の兄弟関係を通じても作れる（家庭も協力できる）。
○テーマ２　住民福祉課（保健福祉係・子育て支援センター）・保育園・小学校・中学校の連携を
　　　　　　図る施策のあり方について
・保育園、小学校、中学校の先生が集まり、交流（情報交換）する場を持ち、お互いにどのような活動を

しているかを知ることができれば、子どもたちの体験に基づいた学びを深めていけるのではないか。

筑北村幼児期教育・保育推進検討委員会
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筑
北
村
で
は
9
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ

差
別
を
な
く
す
た
め
、
シ
ト
ラ
ス
リ

ボ
ン
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
と
は
、
た

と
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
も
、「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
た
ら

「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

愛
媛
県
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
三
つ

の
輪
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
・
職
場

を
表
し
て
い
ま
す
。
リ
ボ
ン
を
身
に

付
け
た
り
、
玄
関
や
郵
便
受
け
に
飾

っ
て
、
コ
ロ
ナ
差
別
を
な
く
す
運
動

に
賛
同
し
て
い
ま
す
と
い
う
気
持
ち

を
表
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生

が
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
に
つ
い
て

講
話
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
生
徒
会

長
が
生
徒
集
会
で
「
全
校
で
リ
ボ
ン

を
身
に
付
け
て
、
コ
ロ
ナ
差
別
を
な

く
す
気
持
ち
を
表
そ
う
。
ま
た
、
校

内
に
掲
示
し
て
、
温
か
い
心
の
輪
を

広
め
よ
う
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、
全
校
生
徒
と
先
生
方

が
、
リ
ボ
ン
を
胸
に
付
け
て
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

9
月
10
日
の
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
の
例
会
で
は
、
シ
ト
ラ
ス

リ
ボ
ン
作
り
を
し
ま
し
た
。
ひ
も
の

結
び
方
が
難
し
く
て
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
大
学
で
も
、
10
月

運
動
へ
の
取
組
で
す
が
、
ま
ず
小

中
学
校
へ
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
活
動
な
ど
で
地
域
へ

運
動
を
広
め
ま
し
た
。

筑
北
小
学
校
で
は
、
6
年
生
が
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
1
人
2
つ
作
っ
て
、

1
つ
を
1
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
4
・
5
年
生
も
取
り
組
ん
で

く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
6
年
生

は
担
任
の
先
生
か
ら
「
も
し
コ
ロ
ナ

に
か
か
っ
た
友
達
が
治
っ
て
登
校

し
た
時
に
、
な
ん
て
声
を
か
け
ま
す

か
。」
と
聞
か
れ
て
、「
元
気
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
ね
。」「
頑
張
っ
た
ね
。」

と
話
す
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
、
優
し
く
て
い
い
子
達
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

聖
南
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
で
取

20
日
に
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
講
座
」

を
開
き
ま
し
た
。
塩
尻
市
「
え
ん
て

ら
す
」
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
中
野
実
佐

雄
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、「
え

ん
て
ら
す
」
で
の
取
り
組
み
の
お
話

と
、
リ
ボ
ン
作
り
の
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
は
「
コ

ロ
ナ
差
別
解
消
に
は
、
強
い
意
志
と

優
し
い
気
持
ち
が
大
切
だ
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
熱
心
に
取
り

組
み
、
上
手
に
で
き
て
好
評
で
し
た
。

も
し
、
身
近
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
人
が
出
て
も
、
治
療
を
終
え
て
帰

っ
て
き
た
ら
、「
お
か
え
り
」
と
温

か
く
迎
え
ら
れ
る
筑
北
村
に
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
・
職
場
の
み
な
さ
ん
で

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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9
月
18
日
（
金
）
に
宇
洞
坂
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
公
民
館
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
あ
い
に
く
の
雨
が
降

っ
て
い
る
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、

34
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
開
催
式
と
閉

会
式
を
短
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
10
月

か
ら
新
し
い
運
動
教
室
が
始
ま
り
ま

し
た
。

毎
週
金
曜
日
の
20
時
か
ら
30
分
程

度
、
坂
北
体
育
館
で
『
睡
眠
改
善
ス

ト
レ
ッ
チ
教
室
』
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
教
室
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心

に
体
を
温
め
る
事
で
、
心
地
よ
い
睡

眠
を
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
行

っ
て
お
り
ま
す
。

秋
に
な
り
寒
い
日
も
少
し
ず
つ
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
寒
さ
に
固
ま
っ

た
体
を
一
緒
に
温
め
て
ほ
ぐ
し
ま
せ

ん
か
。

皆
さ
ん
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

体
操
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
た

か
??新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

負
け
な
い
よ
う
、
た
く
さ
ん
食
べ
て

た
く
さ
ん
寝
て
、
適
度
な
運
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
!

毎
週
水
曜
日
、
木
曜
日
は
『
昼
間

の
運
動
教
室
』
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。水

曜
日
は
13
時
30
分
か
ら
1
時
間
、

坂
井
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
で
。
木

曜
日
は
13
時
30
分
か
ら
1
時
間
、
坂

北
体
育
館
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

水
曜
日
の
教
室
は
、
坂
井
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
体
育
館
で
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
す
。

木
曜
日
の
教
室
で
は
、
参
加
者
に

合
わ
せ
た
運
動
を
し
て
お
り
、
あ
ま

り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
に
も
気
楽

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

規
の
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
は
、

無
料
で
体
験
教
室
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先

0
2
6
3
-66
-1
0
2
1

担
当　

早
川

表彰を受ける
都々地尾 芳江さん体操をする参加者の皆さん

＊＊＊＊表 彰＊＊＊＊
優　勝：都々地尾 芳江
準優勝：峰 村 昌 府
３　位：山 本 忠 廣

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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令和２年度 筑北村文化祭
今年度の文化祭は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ステージ発表は行わず

に、展示のみ行いました。コロナ禍で思うように活動できませんでしたが、会場には皆
さんの心のこもった作品が展示されました。多くの来場者もあり、芸術の秋のひと時を
楽しんでもらうことができました。

ものづくりクラブ

木彫り教室

古本市

チョークアート

久保田喜正さんの作品

ひまわり俳句会

油絵クラブ

「籐工芸」と「とくら窯作陶会」

子供服の無料交換

中学生の作品

デイサービスあずまや
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日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
は
、

現
在
行
っ
て
い
る
本
城
・
坂
北
地
域

に
プ
ラ
ス
し
て
、
坂
井
地
域
の
清
掃

も
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
い
つ
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
練
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、

筑
北
村
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部

の
主
将
は
、

「
い
つ
も

は
練
習

ば
か
り
で
、

周
り
に
目

が
行
き
届

か
ず
に
申

し
訳
な
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
、様
々
な

環
境
に
も
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
。」と
、

今
後
の
決

意
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

他
の
部

活
の
生
徒

も
参
加
し
、

窓
ふ
き
や

草
む
し
り

も
で
き
ま
し
た
。

個
人
個
人
目
標
を
掲
げ
て
、「
俺

は
こ
こ
を
綺
麗
に
す
る
。」「
こ
こ
の

排
水
溝
は
俺
が
掃
除
す
る
。」
な
ど
、

自
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
大
切
さ
を

学
べ
る
の
も
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
社
会
に
出
て
も
、

大
変
な
こ
と
に
対
し
て
、
自
ら
進
ん

で
取
り
組
め
る
よ
う
な
大
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

筑
北
村
テ
レ
ビ
松
本
開
局

記
念
と
し
て
、
10
月
18
日
に
や

す
ら
ぎ
野
球
場
に
て
、
日
本
ウ

ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
と
日
本

文
理
高
校
の
練
習
試
合
が
、
特

別
番
組
と
し
て
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
文
理
高
校
（
新
潟
県
）

は
、
夏
の
甲
子
園
大
会
に
10
回

出
場
・
準
優
勝
1
回
・
ベ
ス
ト

4
に
1
回
進
出
す
る
な
ど
の
強

豪
校
で
す
。

関
川
村
長
の
始
球
式
後
、
試

合
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

は
両
チ
ー
ム
初
回
か
ら
打
線
が

活
発
で
、
点
の
取
り
合
い
に
な

り
ま
し
た
が
、
打
力
で
上
回
っ

た
日
本
文
理
高
校
が
9
対
4
で

勝
ち
ま
し
た
。

当
日
会
場
に
は
、
県
内
外
か

ら
1
5
0
名
以
上
の
観
客
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本

市
・
塩
尻
市
等
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
も
放
映
さ
れ
、『
ス
ポ

ー
ツ
で
筑
北
村
を
元
気
に
』
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

筑
北
村
テ
レ
ビ
松
本
開
局
記
念
番
組
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⼦どもたちが楽しみにしていた
運動会ですが、コロナ禍により
規制の中で⾏われました。

⼦どもたちのパワーと先⽣の
⼯夫でがんばれた運動会でした。
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国
道
4
0
3
号
を
西
に
折
れ
て
、

坂
北
地
域
の
仁
熊
地
区
。
県
道
55
号

線
沿
い
に
、
岩
殿
寺
の
塔
頭
の
一
つ

で
あ
る
「
大
日
堂
」
に
、
岩
殿
寺
の

本
尊
と
も
い
わ
れ
る
「
大
日
如
来
坐

像
」
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
下
唯
一
の
大
日
如
来
坐
像

は
、
鎌
倉
時
代
前
期
8
0
0
年
以
上

前
の
ヒ
ノ
キ
の
寄
木
造
で
、
昭
和
24

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
肉
付
き
豊
か
で
柔
ら
か
い

頬
は
、
訪
れ
る
人
々
に
微
笑
み
か
け

ま
す
。
さ
り
な
が
ら
、
年
一
度
の
秋

の
夜
祭
り
の
み
拝
観
で
き
ま
す
。

9
月
1
日
に
、
筑
北
曼
陀
羅
ツ
ア

ー
企
画
に
よ
る
、
四
阿
屋
山
へ
の
登

山
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
筑
北
盆
地
の
鎮
め
と
な
っ
て

い
る
四
阿
屋
山
は
『
水
の
神
』『
腹
の

神
』『
安
産
・
子
安
の
神
』
な
ど
の
言

い
伝
え
が
あ
り
、
各
地
で
四
阿
屋
山

信
仰
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
9

月
1
日
に
は
水
利
関
係
者
の
坂
井
地

域
安
坂
地
区
の
氏
子
総
代
、
麻
績
村

の
矢
倉
地
区
、
坂
北
地
域
の
東
山
・

中
村
地
区
、
本
城
地
域
の
岩
戸
地
区

の
各
総
代
が
、
四
阿
屋
山
頂
に
あ
る

『
四
阿
屋
神
社
』
に
集
ま
り
、
秋
の
五

穀
豊
穣
を
祝
う
秋
季
例
大
祭
を
行
っ

て
い
ま
す
。
筑
北
曼
陀
羅
ツ
ア
ー
企

画
の
参
加
者
も
秋
季
例
大
祭
に
参
拝

す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

山
頂
で
の
例
大
祭
が
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
村
外
7
名
の
参
加
者
と

坂
北
地
域
の
中
村
区
の
登
り
口
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
登
山
の
途
中

に
、
御
嶽
信
仰
の
石
仏
を
拝
観
し
ま

し
た
。
昔
、
坂
北
住
民
の
御
嶽
信
仰

を
し
て
い
た
方
々
が
、
四
阿
屋
山
中

腹
に
石
仏
を
あ
げ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

石
仏
地
を
後
に
し
て
、
山
頂
ま
で

ゆ
っ
く
り
登
山
し
ま
し
た
。
登
山
道

の
合
間
か
ら
見
え
る
景
色
に
感
動
し
、

疲
れ
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
見
晴
台
か
ら
北
ア
ル
プ

ス
連
峰
は
雲
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

は
っ
き
り
と
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
頂
で
は
、
ま
だ
残
る
ブ
ナ
の
原
生

林
に
感
動
し
ま
し
た
。

山
頂
で
お
昼
を
食
べ
、
早
々
と
下

り
、
坂
北
や
さ
い
B
O
X
で
お
買
い

物
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

紅
葉
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

素
晴
ら
し
い
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

♯
筑
北
村
の
い
い
と
こ
ろ
♯

重
要
文
化
財
・
大
日
如
来
坐
像

仁熊大日堂大日如来坐像

皆さんで出発！

御嶽の石仏に感動！！

山頂でのブナの原生林
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写
仏
教
室

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
13
時
か
ら

15
時
ま
で
坂
井
公
民
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

安
養
寺
の
山
口
住
職
を
講
師
に
年

に
1
か
ら
2
作
品
、
み
ん
な
で
一
緒

の
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
始

ま
り
と
終
わ
り
に
全
員
で
般
若
心
経

を
読
ん
で
精
神
統
一
を
し
て
心
を
静

め
て
描
い
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
大
募
集
中
で
す
。
先
生

の
お
手
本
を
見
な
が
ら
描
く
の
で

初
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

坂
北
俳
句
会

毎
月
第
3
木
曜
日
13
時
30
分
か

ら
15
時
頃
ま
で
、
坂
北
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
各
自
3
句
ず
つ
持
ち
寄
っ

た
句
の
中
か
ら
、
自
分
が
い
い
と
思

っ
た
句
を
5
つ
選
ん
で
発
表
し
、
感

想
を
言
い
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

講
師
は
い
ま
せ
ん
が
、
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
タ
イ
ム
ス

の
『
ふ
る
さ
と
文
芸
欄
』
に
毎
月
投

稿
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も
大
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

コ
ラ
ム

あ
つ
ま
れ
筑
北
の
谷

先
日
、坂
井
地
域
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト「
あ
つ
ま
れ
筑
北
の
谷
」に
、坂

井
ち
ょっ
と
や
る
会
で
参
加
し
ま
し
た
。

協
力
隊
の
方
々
が
企
画
し
た
イ
ベン
ト

で
、村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

7
町
村
の
協
力
隊
の
方
が
特
産
品

の
販
売
や
特
技
を
生
か
し
た
様
々
な

ブ
ー
ス
を
出
し
て
い
ま
し
た
。朝
日
村

の
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
や
、長
和
町
の
コ
ー

ヒ
ー
職
人
、青
木
村
の
七
宝
焼
き
、古

民
家
に
興
味
の
あ
る
方
や
リ
フ
ォ
ー
ム

に
興
味
の
あ
る
方
に
向
け
て
の
改
装

作
業
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。や
る
会
で
は
、地
元
の
お
や
き

や
お
か
き
の
販
売
、ち
く
ほっ
く
る
の
パ

ン
や
薄
荷
茶
を
販
売
し
ま
し
た
。

地
元
の
方
を
は
じ
め
、若
い
方
々
も

多
く
活
気
の
あ
る
イ
ベン
ト
に
な
り
ま

し
た
。コロ
ナ
禍
で
の
イ
ベン
ト
開
催
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、無
事
開
催
で

き
ま
し
た
。若
い
協
力
隊
の
皆
さ
ん
の

パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
、こ
れ
か
ら
も
筑

北
を
盛
り
上
げ
て
いって
ほ
し
い
と
期

待
が
高
ま
る
素
敵
な
イ
ベン
ト
で
し
た
。

R
E
I
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本
城
・
坂
北
水
彩
画
ク
ラ
ブ

毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日
9
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
本
城
公
民

館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

家
で
咲
い
て
い
る
花
や
収
穫
し

た
野
菜
、
自
分
が
描
き
た
い
物
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
雑
談
し
な
が
ら
描
い

て
い
ま
す
。

本
田
先
生
が
指
導
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、
本
格
的
に
描
き
た
い
人
は

指
導
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

村
の
文
化
祭
に
展
示
を
し
て
、
多

く
の
方
に
観
て
い
た
だ
く
事
も
楽

し
み
と
目
標
の
一
つ
で
す
。

最
近
、
入
会
し
た
方
が
「
ゆ
っ
く

り
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
が
な
か

っ
た
け
ど
、
今
は
絵
を
描
き
な
が
ら

自
分
の
時
間
を
楽
し
み
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。」
と
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

こ
で
ま
り
短
歌
会

毎
月
第
3
土
曜
日
の
前
後
で
、
会

員
8
名
の
都
合
の
良
い
日
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
時
間
は
、
9
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌

を
み
ん
な
で
評
価
し
合
い
、
自
分
の

歌
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

発
表
の
場
は
、
文
化
祭
に
な
り
ま

す
が
、
同
人
誌
「
香
蘭
」
に
3
名
が

参
加
し
、
昨
年
の
5
月
19
日
に
は
筑

北
合
同
歌
会
を
筑
北
支
部
と
し
て

主
催
し
ま
し
た
。

歌
に
込
め
た
自
分
の
思
い
を
詠

む
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
す
。

私
も
詠
ん
で
み
た
い
と
思
う
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
少
し
あ
な
た
と
話
し
て
い
た
い
か
ら

と
っ
と
き
ア
イ
ス
と
佃
煮
も
出
す

稲
穂
立
ち
風
に
撫
で
ら
れ
夏
日
浴
び
長
雨
あ
と
の
村
の
か
が
や
き

剥
が
そ
う
と
し
て
剥
が
せ
な
い
痂
か
さ
ぶ
た

よ
愛
は
七
割
破
局
で
終
わ
る
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絵
手
紙
教
室

毎
月
第
3
月
曜
日
13
時
か
ら
坂
井

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
し

ん
で
や
れ
る
事
を
一
番
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

絵
手
紙
の
描
く
内
容
は
、
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
決
め
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
が
描
き
た
い
花
や
果
物

な
ど
あ
れ
ば
持
っ
て
き
て
描
き
ま
す
。

絵
手
紙
の
基
本
は
線
で
す
。
縦
・
横

な
ど
の
線
を
描
く
こ
と
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

上
手
い
下
手
に
関
係
な
く
、
絵
を

描
い
て
み
た
い
!
絵
手
紙
に
興
味
の

あ
る
方
。
肩
の
力
を
抜
い
て
無
心
で

筆
を
走
ら
せ
る
時
間
を
一
緒
に
共
有

し
ま
せ
ん
か
?
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

N
E
W 

J
E
N
T
E
R
S

ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
タ
ー
ズ

毎
週
土
曜
日
に
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
器
演
奏
好

き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
始
ま
っ

た
こ
の
バ
ン
ド
は
、
発
足
し
て
35
年

た
ち
ま
す
。

現
在
メ

ン
バ
ー
は

16
名
で
、

大
町
や
塩

尻
な
ど
村

外
か
ら
も

参
加
し
て

い
ま
す
。

レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
、

50
〜
60
曲

ほ
ど
で
、

観
客
に
合

わ
せ
て
ジ

ャ
ン
ル
を

問
わ
ず

演
奏
し
て

い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
方
た
ち
は
…

「
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
が
織
り
な
す

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聞
い
て
、
お
客
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。」

「
お
客
さ
ん
の
、
良
か
っ
た
よ
!
」

が
励
み
に
な
る
。」
と
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

音
楽
や
楽
器
の
演
奏
が
好
き
な
仲

間
を
募
集
中
で
す
。Y

ouT
ube

に

も
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。「
ニ

ュ
ー
ジ
ェ
ン
タ
ー
ズ
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。
見
て
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
是
非
と
も
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
ね
！

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

new
jenters@

gm
ail.com

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

「
G
O　

T
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
始
ま
り
、飲
食
に
旅
行
に
と
、人
々

の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
が
心
配
で
な
か
な
か
思
い

切
り
遠
出
が
で
き
ま
せ
ん
。
趣
味
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
は
行
き
た
い
の
で

す
が
…
。

と
こ
ろ
で
、
今
号
の
発
刊
さ
れ

る
頃
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
そ
ろ
そ

ろ
忘
年
会
の
話
の
出
る
こ
ろ
で
す

ね
。
お
友
だ
ち
会
の
幹
事
と
し
て

は
、
今
年
は
ど
う
し
よ
う
か
し
ら

と
、
思
い
悩
み
ま
す
。
忘
年
会
と
い

え
ば
、
昔
々
の
若
か
り
し
頃
、
同
僚

が
「
①
忘
年
会
②
月
遅
れ
の
忘
年

会
③
旧
暦
の
忘
年
会
④
月
遅
れ
の

旧
暦
の
忘
年
会
と
4
回
や
る
ん
だ
」

と
豪
語
し
て
い
た
の
を
思
い
だ
し

ま
し
た
。
何
か
に
こ
じ
つ
け
て
お

酒
を
飲
む
の
が
好
き
だ
っ
た
だ
け

で
す
が
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
彼
ら
も
、
今
年
は
飲
み

会
を
や
る
ん
だ
ろ
う
か
、
我
慢
で

き
な
い
だ
ろ
う
な
、
な
ど
と
い
ろ

い
ろ
考
え
て
は
、
思
い
迷
う
ば
か

り
。
そ
ろ
そ
ろ
他
の
幹
事
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
来
そ
う
で
す
。（

桂
芳
）

館
報
編
集
後
記

定年して、45年ぶり
に、ふたたび楽器を
持った方もいらっし
ゃいます。
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見て！上手に刈れたよ
なかなか切れない…

こんなにたくさん
運んだよ

鎌を使うのドキドキするな

脱穀

稲刈り

「甘くておいしい～」
みんなで採ったものは
さらにおいしいね！

果物の収穫

採りたては「シャキシャキ
しておいしいね！」

最後はふかふかのベッドで
ひと休み…

実りの秋になりました。保育園でも応援団の皆さんと育ててきた作物の収穫を迎えています。
収穫の喜びや味わう楽しみを感じています。美味しい食べ物をたくさん食べて元気いっぱいの
子どもたちです。２園交流の回数を重ねるごとに、名前を呼んだりバスが到着すると迎えに
いったり、子ども同士の自然な関わりが見られるようになってきました。

地域の方のお家で、

美味しい柿やリンゴ

を採らせてもらいま

した♪

2園交流活動
♪稲刈り、脱穀体験をしました♪
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周りの山々は紅葉し秋も深まってきました。秋から冬に向かう季節を感じながら、子育て支援
センターでは様々なあそびや行事を計画しています。楽しみにお出かけください。

10月7日に、9月から11月
生まれのお子さんを対象に誕
生会を行いました。成長の記念
に手形と写真を貼ったカード
をプレゼントとして贈ってい
ます。毎回、ゲストの方を招い
て絵本の読み聞かせやバイオ
リンの生演奏など楽しみます。

どんぐりくらぶでは、
ミニ講座を行っています。
子どもの発達、言葉、あそ
び、食事についてそれぞ
れの分野で講師をお願い
し、日々の子育てに役立
つ内容のお話をしていた
だいています。

子育て支援センターだより

※詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご覧ください

11 月から 1月の行事予定
（10時までにお越しください）

11 月
日 に ち 内　　容
6日（金）避難訓練・消防車見学

12日（木）保育園ごっこ
13日（金）どんぐりくらぶ
26日（木）キッズビクス

保育園ごっこ

12 月
日 に ち 内　　容
2日（水）どんぐりくらぶ
7日（月）英語であそぼう
9日（水）保育園ごっこ

10日（木）運動あそび
16日（水）クリスマス会
23日（水）保育園ごっこ

1 月
日 に ち 内　　容

13日（水）保育園ごっこ
20日（水）どんぐりくらぶ
25日（月）英語であそぼう
29日（金）保育園ごっこ

どんぐりくらぶ　　ミニ講座の様子

おはなしポケットの
方の読み聞かせ
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
旧小学校の思い出の品展示

筑北村図書館　問い合わせ　℡ :0263-66-1115

　図書館からのお知らせ

◇クリスマスDVD上映会「フランダースの犬」
日時：令和2年12月19日（土）　10時30分～正午頃まで
場所：2階多目的室　18名限定　事前申込み
内容：19世紀のベルギー・フランダース地方、心優しい10歳の少年ネロは、お
じいさんと牛乳運びをして生計を立てながら、愛犬パトラッシュと仲良く暮ら
していました。絵の得意なネロは、友達のアロアのことも描いてあげていまし
たが、彼女の父・コゼツは娘が貧しいネロと親しくするのを快く思っていませんでした…。

◇山崎図書館長の新春講演会
　「県宝になった謎の鉄仏　八木の阿弥陀如来立像」
日時：令和３年1月11日（月）　①10時30時～正午　②13時30分～ 15時
場所：2階多目的室

全国で80体、長野県には1体しかない筑北村八木に鎌倉時代から伝わる鉄仏の由来を
ひもときます。過密にならないよう1回の講演は20席とし、同じ講演を2度行います。ご
都合の良い時間帯をお選びください。詳細は追ってお知らせします。

◇年末年始休業
令和2年12月29日（火）～令和3年1月5日（火）までお休みします。

上記の期間中、本の返却は返却ポストへお願いします。尚、紙芝居は折れやすいので、返
却ポストではなく、図書館が開館する1月6日（水）以降に窓口までお持ちください。

前号で紹介した旧小学校の絵画の一部です。じっくりご覧になりたい方は図書館2階へどうぞ。
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
ファーストブック	 10月16日

 ハロウィンおはなし会	 10月31日

平成31年4月2日～令和2年4月1日生まれのお子さんを対象に贈呈式を行いました。宮
下教育長からは絵本を、山崎図書館長からは手さげ袋を、それぞれ受け取っていました。

今回のおはなし会は、新型コロナウイルスに注
意しながら人数制限のもと、もりの子おはなしの
会のみなさんにお願いしました。

はじめにペープサート「どんぐりころころ」を
見た後、絵本「はしれかぼちゃ」の読み聞かせ、続
いてパネルシアター「おしいれのぼうけん」をや
ってもらいました。最後にハロウィンのお菓子を
一人ずつ受け取って、みんな嬉しそうにしていま
した。

この日、11月の新着図書として紹
介している「鬼滅の刃」の炭次郎と禰
豆子の似顔絵が書かれたかぼちゃが寄
贈され、おはなし会の後すぐに貰われ
て行きました。「鬼滅の刃」①～ 巻ま
で絶賛貸出中です！
読みたい方は、カウン
ターで予約してね！
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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